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政
治
空
間
と
い
う
概
念
は
幅
広
い
が
、
本
稿
で
は
、
国
家
意
志
の
決
定
・
執
行
及
び
、
国
家
意
志

が
形
成
さ
れ
る
「
場
」
を
政
治
空
間
と
定
義
し
、
そ
の
な
か
で
も
朝
儀
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
国
家
意

志
形
成
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
を
考
察
し
た
い
。

　

八
世
紀
に
女
性
が
朝
儀
に
参
列
し
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
男
女
と
も
の
王

権
へ
の
仕
奉
を
前
提
に
し
た
、
朝
儀
へ
の
参
会
が
仕
奉
の
一
形
態
だ
と
い
う
観
念
に
起
因
す
る
。

　

天
平
宝
字
四
年
の
藤
原
仲
麻
呂
の
太
政
大
臣
任
官
儀
は
、
仲
麻
呂
を
政
権
の
中
枢
に
据
え
る
と
い

う
王
権
の
構
想
を
、
諸
司
を
領
導
す
る
官
人
た
ち
に
周
知
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
女
性
も
こ
こ
に

行
立
し
た
の
は
、
天
皇
の
意
志
を
官
人
に
周
知
徹
底
し
国
家
意
志
を
形
成
し
て
い
く
過
程
に
組
み

込
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
内
侍
司
が
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
王
権
は
、

国
家
意
志
達
成
の
た
め
に
他
の
後
宮
十
二
司
の
女
官
の
動
員
も
必
要
と
し
た
こ
と
が
、『
続
日
本
紀
』

和
銅
元
年
七
月
乙
巳
条
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

朝
儀
へ
の
列
立
に
あ
た
っ
て
は
、
五
位
と
い
う
ラ
イ
ン
が
重
要
だ
っ
た
。
女
性
へ
の
五
位
直
叙
の

背
景
に
は
、
朝
儀
に
行
立
し
得
る
資
格
を
彼
女
た
ち
に
与
え
る
王
権
側
の
動
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
に
み
え
る
鏡
作
氏
の
上
祖
イ
シ
コ
リ
ト
メ
は
、
専
門
職
集
団
を
率
い
る

女
性
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
、
専
門
的
な
職
掌
で
王
権
へ
仕
奉
し
た

人
々
の
祖
先
伝
承
に
は
、
部
を
率
い
る
女
性
の
姿
を
想
定
さ
せ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
応
神
紀
の
吉

備
氏
伝
承
中
の
兄
媛
は
、
織
部
を
管
掌
す
る
こ
と
で
王
権
に
仕
え
た
、
伴
造
と
い
う
べ
き
女
性
と
し

て
読
み
解
か
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。『
日
本
書
紀
』
に
菟
狭
国
造
の
祖
と
し
て
の
菟
狭
津
媛
が
記
さ
れ
、

『
古
事
記
』
に
荒
河
刀
弁
と
い
う
「
木
国
造
」
が
み
え
る
。
八
世
紀
に
は
五
人
の
女
性
国
造
任
命
が

確
認
で
き
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
令
制
以
前
の
女
性
国
造
の
存
在
と
記
憶
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

八
世
紀
の
女
性
の
朝
儀
参
列
は
、
律
令
制
下
で
制
度
化
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
令
制
前
に
遡
り
得

る
と
判
断
で
き
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

政
治
空
間
、
国
家
意
志
、
王
権
、
朝
儀
、
女
官　

古
代
の
政
治
空
間
の
な
か
の
女
性

伊
集
院
葉
子

W
om

en in A
ncient Political Space

IJU
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 Yoko

は
じ
め
に

❶
朝
儀
参
会
規
定
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造

❷『
続
日
本
紀
』
の
朝
儀
と
女
性

❸『
日
本
書
紀
』
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

お
わ
り
に

　
国
家
意
志
形
成
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
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は
じ
め
に

　

政
治
空
間
と
い
う
概
念
は
、
非
常
に
幅
広
い
。
国
土
を
意
味
す
る
統
治
可
能
領
域

を
示
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
大
極
殿
、
朝
堂
院
殿
な
ど
の
殿
舎
を
示
す
場
合
も
あ
る
。

地
方
に
お
い
て
も
、
国
衙
・
郡
衙
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
政
治
空
間
で
あ
る
。
ま
た
、
郡

司
が
、
外
五
位
を
例
外
と
し
て
国
司
に
下
馬
の
礼
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
国
司
長
官

を
頂
点
と
す
る
一
国
的
秩
序
が
確
認
さ
れ
た

（
（
（

よ
う
に
、
官
衙
の
外
部
で
あ
る
路
上
で

あ
っ
て
も
、
国
家
の
指
向
す
る
秩
序
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
空
間
に

一
転
し
得
る
の
で
あ
る

（
（
（

。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
国
家
意
志
の
決
定
・
執
行
及
び
、

国
家
意
志
が
形
成
さ
れ
る
「
場
」
を
政
治
空
間
と
定
義
し
、
国
家
意
志
形
成
過
程
へ

の
女
性
の
参
画
を
考
察
し
た
い

（
（
（

。

① 

国
家
意
志
の
決
定
（
政
務
）
と
執
行
（
行
政
）

　

律
令
国
家
に
お
い
て
政
策
の
最
高
決
定
権
者
は
天
皇
で
あ
る
が
、
古
代
国
家
は
、

天
皇
の
意
志
を
太
政
官
機
構
の
介
在
に
よ
っ
て
国
家
意
志
に
転
化
し
、
中
央
・
地

方
の
行
政
組
織
へ
の
周
知
と
公
民
に
ま
で
の
徹
底
を
図
っ
た

（
（
（

。
こ
の
政
策
決
定
と
執

行
（
行
政
）
の
過
程
を
考
え
れ
ば
、
律
令
官
司
機
構
は
政
策
決
定
過
程
に
関
与
す
る

機
会
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
天
皇
の
意
志
が
国
家
意
志
と
し
て
定
立
さ

れ
、
諸
官
司
が
そ
れ
を
執
行
し
て
い
く
過
程
か
ら
、
律
令
官
人
が
、
い
う
ま
で
も
な

く
国
家
意
志
の
執
行
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
女
性
の
官
司
で
あ
る
後

宮
十
二
司
も
、
内
侍
司
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
天
皇
に
常
侍
し
、
男
性
官

司
か
ら
の
奏
請
と
、
天
皇
の
意
思
の
宣
伝
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
詔
勅
作
成
を
職

掌
と
し
た
男
官
の
内
記
（
職
員
令
3
中
務
省
条
）
を
監
理
し
た
関
係
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
天
皇
に
も
っ
と
も
近
い
場
で
そ
の
意
思
を
国
家
意
志
に
定
立
す
る
過
程
に
組

み
込
ま
れ
、
国
家
意
志
の
遂
行
に
も
関
与
し
た
と
い
え
る
。
蔵
司
は
、
天
皇
位
の
シ

ン
ボ
ル
と
い
う
べ
き
神
璽
と
、
差
兵
な
ど
天
皇
大
権
の
発
動
に
関
わ
る
関
契
を
管
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
意
思
の
発
動
と
深
く
関
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
律
令
制

下
の
女
官
が
、
天
皇
の
日
常
的
な
居
処
で
あ
る
内
裏
・
禁
中
な
ど
で
職
務
に
あ
た
っ

た
こ
と
は
、
後
宮
職
員
令
の
規
定
か
ら
考
え
て
異
論
の
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

② 

国
家
意
志
の
形
成

　

し
か
し
な
が
ら
、
天
皇
の
意
志
が
国
家
意
志
と
し
て
定
立
さ
れ
執
行
機
関
に
下
達

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
王
権
の
意
図
が
達
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
聖
武
天
皇
の
皇
太
子
と
し
て
阿
倍
内
親
王
（
孝
謙
天
皇
）
が
立
太
子

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
「
然
も
猶
、
皇
嗣
立
つ
る
こ
と
無
し
」
と
し
て

橘
奈
良
麻
呂
ら
が
乱
を
企
図
し
た
一
事
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』

天
平
宝
字
元
年
七
月
庚
戌
条
）。
こ
の
た
め
、
国
家
意
志
の
決
定
と
執
行
に
関
与
し

た
官
司
と
官
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
朝
廷
を
構
成
す
る
百
官
を
一
堂
に
呼
び
集
め
て
、

天
皇
の
意
志
を
周
知
さ
せ
、
国
家
意
志
の
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
さ
ま
は
、
儀
礼
、
儀
式
、
祭
祀
の
記
録
と
し
て
六
国
史
に
見
出
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
古
代
の
儀
礼
・
儀
式
を
検
討
し
て
い
く
と
、
国
家
意
志
を
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
朝
儀
が
、
じ
つ
は
国
家
意
志
の
達
成
に
向
け
て
参
会
者
の
認
識
の
集
約
を

図
る
場
、
つ
ま
り
国
家
意
志
形
成
の
場
で
も
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
確
認
で
き
る
の

で
あ
る
。

　

①
②
の
政
務
や
諸
行
事
は
、
具
体
的
に
は
、
律
令
国
家
が
成
立
し
律
令
に
よ
る
政

治
シ
ス
テ
ム
が
浸
透
し
て
い
っ
た
時
代
の
都
城
―
―
藤
原
京
・
平
城
京
内
の
大
極
殿
、

朝
堂
院
、
中
宮
、
内
裏
な
ど
で
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
殿
舎
や
都
城
な

ど
の
物
理
的
な
空
間
（
建
築
物
）
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
古
代

に
お
け
る
国
家
意
志
を
形
成
す
る
場
と
し
て
「
政
治
空
間
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い

（
（
（

。
後
述
す
る
が
、
橋
本
義
則
氏
は
、
平
安
時
代
に
成
立

し
た
『
内
裏
儀
式
』『
内
裏
式
』『
儀
式
』『
延
喜
式
』
な
ど
の
分
析
に
あ
た
っ
て
、「
朝

堂
院
・
豊
楽
院
・
内
裏
・
武
徳
殿
・
中
院
や
神
泉
苑
な
ど
で
行
わ
れ
る
儀
式
、
節
会
・

饗
宴
・
神
事
・
仏
事
な
ど
」
を
「
朝
儀
」
と
し
、
女
性
と
政
治
空
間
に
関
す
る
分
析
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を
行
っ
た

（
（
（

。
本
稿
で
は
、
橋
本
氏
の
用
法
に
な
ら
い
、
政
治
空
間
で
行
わ
れ
る
諸
行

事
を
総
称
し
て
「
朝
儀
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

朝
儀
は
、
百
官
・
百
寮
を
大
極
殿
、
朝
堂
院
等
に
呼
び
集
め
て
実
施
す
る
行
事
の

ほ
か
、
五
位
以
上
や
諸
司
主
典
以
上
な
ど
、
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
々
の
み
が

参
列
す
る
行
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
、
き
わ
め
て
可
視
的
と
な
る
。
行
事
の

規
模
に
加
え
、
参
会
者
が
版
位
に
従
っ
て
列
立
し
、
そ
の
さ
ま
が
そ
の
ま
ま
、
天
皇

を
頂
点
に
お
く
律
令
国
家
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
一
目
瞭
然
の
も
の
に
す
る
か
ら
で
あ

る
。
聖
武
朝
の
東
大
寺
毘
盧
遮
那
仏
礼
拝
な
ど
の
諸
行
事
は
、官
人
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
民
衆
ま
で
を
行
列
さ
せ
て
国
家
仏
教
の
到
達
を
可
視
化
さ
せ
た
と
い
う
点
で
象

徴
的
な
行
事
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
元
年
四
月
甲
午
朔
条
）。

　

朝
儀
の
列
席
者
に
つ
い
て
は
、
儀
式
書
を
分
析
対
象
と
し
た
儀
礼
研
究
の
な
か
で

詳
細
に
検
討
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た

（
（
（

。
し
か
し
、
多
く
は
平
安
期
の
儀

式
書
に
依
拠
し
た
研
究
で
あ
り
、
奈
良
時
代
以
前
の
儀
礼
参
会
者
と
し
て
の
女
性
の

分
析
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
天
皇
を
頂
点
に
戴
く
人
格
的
な
関
係
が
築
き
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
関
係

が
国
家
意
志
の
達
成
の
推
進
力
に
な
る
と
い
う
構
造
が
可
視
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て

「
政
治
空
間
」
を
位
置
づ
け
、『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
を
中
心
に
検
討
を
加
え

て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
法
規
定
と
六
国
史
の
第
二
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』（
文

武
～
桓
武
朝
前
半
）
を
精
査
し
、
政
治
空
間
に
お
け
る
女
性
の
存
在
を
抽
出
し
、
朝

儀
が
国
家
意
志
の
形
成
に
功
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
朝
儀
へ
の
女
性
の
参
会
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
次
に
、
上
掲
の
検
討
で
得
た
結
論
（
政
治

空
間
に
お
け
る
女
性
の
存
在
）
を
、
持
統
以
前
、
つ
ま
り
『
日
本
書
紀
』
が
描
い
た

時
代
に
溯
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
な
お
、

本
稿
は
、
広
い
意
味
で
の
政
治
空
間
に
女
性
が
存
在
し
た
こ
と
を
法
規
定
や
歴
史
書

か
ら
明
ら
か
に
し
、
律
令
国
家
の
構
造
の
な
か
に
お
け
る
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
全
体
的
見
通
し
を
述
べ
る
こ
と
を
第
一
義
に
す
る
た
め
、
個
々
の

考
証
に
つ
い
て
は
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
に
と
ど
ま
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
ご
寛
恕
い
た

だ
き
た
い
。

❶
朝
儀
参
会
規
定
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造

　

―
養
老
衣
服
令
・
公
式
令
・
後
宮
職
員
令
か
ら
―

　

政
治
空
間
の
う
ち
、
朝
儀
へ
の
女
性
の
参
会
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
橋

本
義
則
氏
が
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る

（
（
（

。
橋
本
氏
は
、『
続
日
本
紀
』『
万
葉
集
』

の
記
述
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
の
皇
后
が
朝
儀
へ
出
御
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
内
親
王
・
内
命
婦
（
五
位
以
上
の
位
階
を
帯
び
る
女
性
）・
外
命
婦
（
五
位

以
上
の
位
階
を
帯
び
る
男
性
の
妻
で
、
自
身
は
六
位
以
下
の
臣
家
女
性
）・
宮
人（
女

性
官
人
の
総
称
）
た
ち
の
朝
儀
参
会
に
つ
い
て
も
、
養
老
衣
服
令
、
後
宮
職
員
令
の

分
析
に
よ
っ
て
「
朝
庭
に
勤
務
す
る
女
性
は
奈
良
時
代
に
は
男
性
の
官
人
に
伍
し
て

多
く
の
朝
儀
に
参
列
し
て
い
た
」
と
結
論
し
た
。
橋
本
氏
に
よ
れ
ば
、
政
治
や
朝
儀

か
ら
の
女
性
の
疎
外
が
決
定
的
に
な
る
の
は
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る

（
（
（

。

　

ま
た
、
岡
村
幸
子
氏
は
、
叙
位
儀
は
、
八
世
紀
に
は
大
極
殿
で
男
女
と
も
に
列
立

し
て
行
わ
れ
た
が
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
年
）
を
過
渡
期
と
し
て
男
女
別

へ
と
移
行
し
た
の
ち
、
平
安
時
代
初
期
に
男
女
別
日
が
定
着
し
、
や
が
て
女
性
だ
け

を
対
象
と
し
た
正
月
八
日
の
「
女
叙
位
」
が
確
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
（1
（

。

　

朝
儀
へ
の
女
性
の
列
立
は
、
橋
本
氏
や
岡
村
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
定
説
と
な
っ

て
い
る
。
本
章
で
は
、
令
文
に
対
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
で
の
分
析
を
加
え
、
八
世

紀
の
政
治
空
間
へ
の
女
性
の
参
画
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

養
老
令
が
規
定
し
た
朝
儀
に
は
、
即
位
（
神
祇
令
10
即
位
条
）、
践
祚
（
神
祇
令

13
践
祚
条
）、
元
日
（
衣
服
令
4
諸
臣
条
、
同
10
内
命
婦
条
、
宮
衛
令
22
元
日
条
）、

大
嘗
・
新
嘗
（
衣
服
令
4
諸
臣
条
、
10
内
命
婦
条
）、
告
朔
（
儀
制
令
5
文
武
官
条
、

宮
衛
令
22
元
日
条
）、
四
孟
（
衣
服
令
11
朝
服
条
、
同
12
制
服
条
）、
朝
会
（
後
宮
職

員
令
15
縫
司
条
）、
大
祓
（
神
祇
令
18
大
祓
条
）、
正
月
一
日
、
七
日
、
十
六
日
、
三

月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
の
節
会
（
雑
令
40
諸
節
日
条
）
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
朝
儀
の
実
施
の
た
め
に
、
儀
制
令
に
諸
規
定
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
版
位
（
職
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員
令
13
式
部
省
条
）、
喚
辞
（
公
式
令
68
授
位
任
官
条
）、
行
立
次
第
（
公
式
令
55
文

武
職
事
条
、
後
宮
職
員
令
16
朝
参
行
立
次
第
条
）、
衣
服
（
衣
服
令
）
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

（
一
）
内
外
命
婦
朝
参
の
構
造
的
理
解

　

衣
服
令
は
、
朝
儀
に
あ
た
っ
て
の
男
女
の
「
礼
服
」「
朝
服
」「
制
服
」
を
規
定

し
（
（1
（

、
後
宮
職
員
令
は
、
儀
式
に
お
け
る
女
性
の
行
立
次
第
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
と
く
に
重
要
朝
儀
で
の
「
礼
服
」
を
規
定
さ
れ
た
「
内
外
命
婦
」
の
衣
服
制
度

と
行
立
次
第
を
ま
ず
検
討
し
、
そ
の
意
義
を
考
察
し
た
い
（
条
文
の
本
注
は
〈
〉

内
に
記
し
た
。
傍
線
は
伊
集
院
に
よ
る
）。

① 

衣
服
令
礼
服
条

【
史
料
1
】
衣
服
令
2
親
王
条

親
王
礼
服　

一
品
礼
服
冠
。〈
四
品
以
上
。
毎
レ
品
各
有
二
別
制
一
。〉
深
紫
衣
。

牙
笏
。
白
袴
。
絛
帯
。
深
緑
紗
褶
。
錦
襪
。
烏
皮
舃
。〈
佩
二
綬
玉
珮
一
。〉

【
史
料
2
】
衣
服
令
3
諸
王
条

諸
王
礼
服　

一
位
礼
服
冠
。〈
五
位
以
上
。
毎
二
位
及
階
一
。
各
有
二
別
制
一
。
諸

臣
准
レ
此
。〉
深
紫
衣
。
牙
笏
。
白
袴
。
絛
帯
。
深
緑
紗
褶
。
錦
襪
。
烏
皮
舃
。

二
位
以
下
五
位
以
上
。
並
浅
紫
衣
。
以
外
皆
同
二
一
位
服
一
。〈
五
位
以
上
佩
レ
綬
。

三
位
以
上
加
二
玉
佩
一
。
諸
臣
准
レ
此
。〉

【
史
料
3
】
衣
服
令
4
諸
臣
条

諸
臣
礼
服　

一
位
礼
服
冠
。
深
紫
衣
。
牙
笏
。
白
袴
。
絛
帯
。
深
縹
紗
褶
。
錦
襪
。

烏
皮
舃
。
三
位
以
上
。
浅
紫
衣
。
四
位
。
深
緋
衣
。
五
位
。
浅
緋
衣
。
以
外

並
同
二
一
位
服
一
。
大
祀
大
嘗
元
日
。
則
服
之
。

【
史
料
4
】
衣
服
令
8
内
親
王
条

内
親
王
礼
服　

一
品
礼
服
宝
髻
。〈
四
品
以
上
。
毎
レ
品
各
有
二
別
制
一
。〉
深
紫

衣
。
蘇
方
深
紫
紕
帯
。
浅
緑
褶
。
蘇
方
深
浅
紫
緑
纈
裙
。
錦
襪
。
緑
舃
。〈
飾

以
二
金
銀
一
。〉

【
史
料
5
】
衣
服
令
9
女
王
条

女
王
礼
服　

一
位
礼
服
宝
髻
。〈
五
位
以
上
。
毎
二
位
及
階
一
。
各
有
二
別
制
一
。

内
命
婦
准
レ
此
。〉
深
紫
衣
。
五
位
以
上
。
皆
浅
紫
衣
。
自
余
准
二
内
命
婦
服
制
一
。

唯
褶
同
二
内
親
王
一
。

【
史
料
6
】
衣
服
令
10
内
命
婦
条

内
命
婦
礼
服　

一
位
礼
服
宝
髻
。
深
紫
衣
。
蘇
方
深
紫
紕
帯
。
浅
縹
褶
。
蘇

方
深
浅
紫
緑
纈
裙
。
錦
襪
。
緑
舃
。〈
飾
以
二
金
銀
一
。〉
三
位
以
上
。
浅
紫
衣
。

蘇
方
浅
紫
深
浅
緑
纈
裙
。自
余
並
准
二
一
位
一
。四
位
。深
緋
衣
。浅
紫
深
緑
紕
帯
。

烏
舃
。〈
以
レ
銀
飾
之
。〉
五
位
。
浅
緋
衣
。
浅
紫
浅
緑
紕
帯
。
自
余
皆
准
レ
上
。

大
祀
大
嘗
元
日
。
則
服
之
。〈
外
命
婦
。
夫
服
色
以
下
。
任
服
。〉

　
【
史
料
1
】
か
ら
【
史
料
6
】
ま
で
は
、
親
王
、
諸
王
、
一
位
～
五
位
の
諸
臣
と
、

内
親
王
、
女
王
、
内
命
婦（
五
位
以
上
の
女
性
）の
礼
服
規
定
で
あ
る
。
妃
・
夫
人
・

嬪
と
い
う
令
制
キ
サ
キ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
五
位
以
上
の
男
女
は
【
史
料
3
】【
史

料
6
】
の
傍
線
部
で
、
大
祀
・
大
嘗
・
元
日
に
着
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
大
祀

は
、
大
宝
令
で
は
「
諸
大
祭
祀
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
即
位
時
の
大
嘗
祭
と
、

散
斎
一
月
と
い
う
長
期
の
物
忌
み
期
間
を
設
け
て
実
施
す
る
臨
時
の
大
祭
祀
を
い
う

（
公
式
令
集
解
3
論
奏
式
条
所
引
「
古
記
」）。
大
嘗
は
毎
年
実
施
さ
れ
る
新
嘗
で
あ

る
（
神
祇
令
8
仲
冬
条

（
（1
（

）。
礼
服
規
定
に
お
い
て
は
、
着
用
す
べ
き
朝
儀
の
範
囲
と

い
う
点
で
、五
位
以
上
の
男
女
は
対
称
性
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
【
史
料
6
】
は
、

内
命
婦
だ
け
で
は
な
く
、
本
注
で
、
外
命
婦
、
す
な
わ
ち
五
位
以
上
を
帯
び
る
男
性

の
妻
で
、
か
つ
、
自
身
は
六
位
以
下
で
あ
る
女
性
の
朝
儀
参
会
時
の
衣
服
制
度
も
定

め
て
い
る
（
破
線
部
）。
つ
ま
り
、五
位
以
上
女
性
と
、五
位
以
上
男
性
の
妻
と
い
う
、

「
五
位
」
で
画
さ
れ
た
女
性
の
一
群
が
、
内
外
命
婦
と
し
て
大
祀
大
嘗
な
ど
の
き
わ

め
て
重
要
な
儀
式
へ
威
儀
を
た
だ
し
て
会
集
す
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
礼
服
規
定
は
、
礼
服
を
着
用
す
べ
き
重
要
儀
式
に
お
い
て
、
内
外
命
婦
の
参
会
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が
不
可
欠
な
要
素
だ
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

② 

公
式
令
と
後
宮
職
員
令
の
行
立
次
第
規
定

　

右
に
検
討
し
て
き
た
女
性
の
朝
儀
参
会
の
重
要
性
は
、
国
家
儀
式
が
成
立
す
る
た

め
に
必
要
な
行
立
次
第
の
構
造
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
7
】
公
式
令
55
文
武
職
事
条（

（1
（

凡
文
武
職
事
散
官
。
朝
参
行
立
。
各
依
二
位
次
一
為
レ
序
。
位
同
者
。
五
位
以
上
。

即
用
二
授
位
先
後
一
。
六
位
以
下
以
レ
歯
。〈
親
王
立
レ
前
。
諸
王
諸
臣
。
各
依
二

位
次
一
。
不
レ
雑
分
列
。〉

　
【
史
料
7
】
は
、
儀
式
の
際
の
行
立
次
第
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
文
武
の
職
事

官
も
散
官
も
位
階
に
従
っ
て
並
ぶ
べ
き
こ
と
、
位
階
が
同
じ
な
ら
ば
、
五
位
以
上
は

そ
の
位
階
に
叙
せ
ら
れ
た
順
に
、
六
位
以
下
は
、
年
齢
（
歯
）
に
従
っ
て
並
ぶ
べ
き

こ
と
を
規
定
し
た
う
え
で
、
ま
ず
親
王
が
前
に
立
ち
、
諸
王
と
諸
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
位
階
に
応
じ
て
諸
王
は
諸
王
の
列
に
、
諸
臣
は
諸
臣
の
列
に
立
つ
べ
き
と
し
、
諸

王
と
諸
臣
は
入
り
混
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
記
し
て
い
る
（
傍
線
部
）。
こ
の

規
定
は
女
性
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

【
史
料
8
】
後
宮
職
員
令
16
朝
参
行
立
次
第
条

凡
内
親
王
女
王
及
内
命
婦
。
朝
参
行
立
次
第
者
。
各
従
二
本
位
一
。
其
外
命
婦
。

准
二
夫
位
次
一
。
若
諸
王
以
上
。
娶
二
臣
家
一
為
レ
妻
者
。
不
レ
在
二
此
例
一
。

　
【
史
料
8
】
は
、
内
親
王
・
女
王
・
内
命
婦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
品
位
に
従
っ

て
行
立
し
、
外
命
婦
は
、
夫
の
位
階
に
従
っ
て
行
立
せ
よ
と
い
う
。
た
だ
し
、
外
命

婦
の
行
立
に
は
、
公
式
令
55
文
武
職
事
条
に
よ
る
規
制
（【
史
料
7
】）
が
か
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
傍
線
部
で
あ
る
。
諸
王
以
上
の
妻
は
、
内
親
王
・
女
王
で
あ
る

場
合
と
、
臣
家
女
性
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
内
親
王
・
女
王
は
、
自
身
の
品
位
に

従
っ
て
行
立
し
、「
外
命
婦
」
の
資
格
で
は
行
立
し
な
い
。
一
方
、
諸
王
以
上
の
妻

と
な
っ
た
臣
家
女
性
は
、「
夫
位
次
」に
従
え
ば
、
皇
親
の
列
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
、【
史
料
7
】
で
定
め
た
王
臣
の
「
分
列
」
規
定
に
抵
触
す
る

た
め
、
諸
王
以
上
と
婚
姻
し
た
臣
家
女
性
の
外
命
婦
と
し
て
の
朝
参
は
不
可
と
さ
れ

た
（
（1
（

。
つ
ま
り
、【
史
料
7
】
の
王
臣
の
雑
列
を
禁
止
す
る
規
定
と
対
応
す
る
の
が
、

【
史
料
8
】
の
傍
線
部
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
規
定
は
、
あ
く
ま
で
外
命
婦
の

資
格
で
朝
参
す
る
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
次
節
で
詳
述
す
る
が
、
六
位
以
下
の
女
性

も
朝
服
を
規
定
さ
れ
て
お
り
、
自
身
の
位
階
に
よ
っ
て
列
立
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
場
合
に
は
、
臣
家
女
性
の
列
に
行
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

現
実
の
朝
儀
で
の
女
性
た
ち
の
参
会
の
監
理
は
、
後
宮
十
二
司
の
内
侍
司
と
縫
司

の
職
事
た
ち
に
委
ね
ら
れ
た
。

【
史
料
9
】
後
宮
職
員
令
4
内
侍
司
条	

内
侍
司　

尚
侍
二
人
。〈
掌
。
供
二
奉
常
侍
。
奏
請
。
宣
伝
一
。
検
二
校
女
孺
一
。

兼
知
二
内
外
命
婦
朝
参
。
及
禁
内
礼
式
一
之
事
。〉
典
侍
四
人
。〈
掌
同
二
尚
侍
一
。

唯
不
レ
得
二
奏
請
一
。
宣
伝
一
。
若
無
二
尚
侍
一
者
。
得
二
奏
請
。
宣
伝
一
。〉（
後
略
）

【
史
料
10
】
後
宮
職
員
令
15
縫
司
条

縫
司　

尚
縫
一
人
。〈
掌
。
裁
二
縫
衣
服
一
。
纂
組
之
事
。
兼
知
二
女
功
及
朝
参
一
。〉

典
縫
二
人
。〈
掌
同
二
尚
縫
一
。〉掌
縫
四
人
。〈
掌
。命
婦
参
見
。朝
会
引
導
之
事
。〉

（
後
略
）

　
【
史
料
9
】
に
あ
る
よ
う
に
、
内
侍
司
が
命
婦
の
朝
参
と
と
も
に
「
禁
内
礼
式
」

を
「
兼
知
」
し
た
。
縫
司
は
、
長
官
で
あ
る
尚
縫
と
次
官
の
典
縫
が
女
性
の
「
朝
参
」

を
管
掌
し
て
い
る
の
を
受
け
、
判
官
の
掌
縫
が
命
婦
の
参
見
と
朝
会
の
際
の
引
導
を

行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（【
史
料
10
】）。

　

衣
服
令
と
後
宮
職
員
令
か
ら
、
朝
儀
に
は
男
官
だ
け
で
は
な
く
女
性
も
参
会
が
規
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定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
後
宮
職
員
令
と
公
式
令
が
、
法
規
定
上
の
整

合
性
を
図
っ
た
上
で
女
性
の
朝
参
を
定
め
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
養
老
令
が
注
意
深
く
儀
式
へ
の
会
集
・
行
立
規
定
を
設
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
女
性
の
会
集
と
行
立
が
現
実
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
と
思

わ
れ
る
。
し
か
も
、
朝
儀
へ
の
女
性
の
参
会
は
、
法
の
規
定
を
超
え
て
広
範
囲
に
わ

た
っ
た
こ
と
が
、『
続
日
本
紀
』
の
次
の
記
載
か
ら
確
認
で
き
る
。

【
史
料
11
】
養
老
神
祇
令
18
大
祓
条

凡
六
月
十
二
月
晦
日
大
祓
者
。
中
臣
上
二
御
祓
麻
一
。
東
西
文
部
上
二
祓
刀
一
。

読
二
祓
詞
一
。訖
百
官
男
女
。聚
二
集
祓
所
一
。中
臣
宣
二
祓
詞
一
。ト
部
為
二
解
除
一
。

【
史
料
12
】『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
七
月
己
酉
条

秋
七
月
己
酉
、
始
令
下
文
武
百
官
率
二
妻
女
・
姉
妹
一
、
会
中
於
六
月
・
十
二
月

晦
大
祓
之
処
上
。

　
【
史
料
11
】
は
、
六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
行
う
大
祓
に
百
官
男
女
を
会
集
さ
せ

る
規
定
で
あ
る
。
大
祓
は
大
宝
令
で
定
め
ら
れ
た
公
式
行
事
で
、
百
官
男
女
の
参
集

が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
百
官
男
女
に
と
ど
ま
ら
ず
、【
史
料
12
】

に
あ
る
よ
う
に
、
百
官
の
妻
女
姉
妹
も
大
祓
の
場
に
集
め
ら
れ
た
。
官
人
た
ち
の
職

務
遂
行
の
た
め
に
は
、
妻
女
姉
妹
も
含
め
て
祓
を
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
認

識
さ
れ
た
た
め
に
、
彼
女
た
ち
も
会
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事

の
「
妻
」
の
な
か
に
、
律
令
で
規
定
さ
れ
た
外
命
婦
も
含
ま
れ
る

（
（1
（

。

　

な
お
、
外
命
婦
の
朝
参
が
八
世
紀
第
1
四
半
期
ご
ろ
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
ら
し

い
こ
と
は
、『
類
聚
三
代
格
』
収
載
の
「
神
亀
五
年
三
月
二
十
八
日
太
政
官
謹
奏
」

（
七
二
八
年
）
に
よ
っ
て
も
推
定
で
き
る
。
こ
れ
は
、
男
女
官
人
を
六
位
以
下
か
ら

五
位
に
昇
叙
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
名
族
の
子
弟
で
才
能
の
あ
る
者
は
内
階
の
五
位

（
概
ね
従
五
位
下
）
に
叙
す
が
、
そ
れ
以
外
は
外
五
位
に
叙
す
と
い
う
改
定
で
、
結

果
と
し
て
藤
原
氏
な
ど
内
階
コ
ー
ス
を
た
ど
る
特
定
の
氏
と
、
外
階
コ
ー
ス
の
氏
が

峻
別
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
謹
奏
で
は
、
外
五
位
の
男
官
の
妻
は
、「
妻
者
得
二
外

命
婦
之
号
一
。
不
レ
入
二
朝
参
之
例
一
」と
さ
れ
、外
命
婦
を
名
乗
る
こ
と
は
で
き
た
が
、

朝
参
か
ら
は
除
外
さ
れ
た
。
逆
に
い
え
ば
、
神
亀
五
年
時
点
で
は
外
命
婦
朝
参
が
実

施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

律
令
官
人
制
に
お
け
る
朝
参
・
上
日
は
、「
王
権
へ
の
人
格
的
「
仕
奉
」」
だ
と
さ

れ
る

（
（1
（

。『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
に
は
、「
内
外
命
婦
」（『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇

四
十
年
是
歳
条
）、「
氏
々
之
女
」（『
古
事
記
』
仁
徳
段
）
が
朝
廷
の
重
要
行
事
で
あ

る
「
新
嘗
」「
豊
楽
」
の
宴
に
参
集
す
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の

「
内
外
命
婦
」
等
は
令
制
用
語
に
よ
る
文
飾
で
は
あ
ろ
う
が
、
律
令
制
成
立
以
前
に

女
性
も
氏
（
ウ
ヂ
）
の
仕
奉
を
担
い
、
重
要
な
儀
礼
に
参
集
し
た
こ
と
を
反
映
し
た

記
述
で
あ
る
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
男
女
と
も
の
朝
廷
へ
の
仕
奉
の

遺
制
は
、
五
位
以
上
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
氏
か
ら
の
氏
女
の
出
仕

（
（1
（

と
後
宮
十
二

司
職
事
へ
の
登
用
、
地
方
の
郡
司
層
か
ら
の
、
兵
衛
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
と
し
て
の

采
女
の
出
仕
と
し
て
律
令
に
規
定
さ
れ
た
。
聖
武
天
皇
は
、
男
性
だ
け
が
父
祖
の
栄

誉
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
女
性
も
立
ち
な
ら
ん
で
仕
え
る
の
が
道
理
だ
と

言
明
し
た
（『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
元
年
四
月
甲
午
朔
条
）。
そ
れ
は
、
律
令
制
に

先
立
つ
時
代
か
ら
の
男
女
の
仕
奉
を
是
認
し
、
聖
武
治
世
下
に
お
い
て
も
精
励
す
べ

き
こ
と
を
求
め
た
言
説
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
理
念
の
う
え
に
、
五
位

以
上
の
男
性
の
妻
に
対
し
て
も
朝
参
を
求
め
る
外
命
婦
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で

あ
る

（
（1
（

。
な
お
、
内
命
婦
・
外
命
婦
の
制
度
は
唐
に
も
あ
る
が
、
わ
が
国
の
規
定
と
は

成
立
の
理
念
も
内
容
も
異
な
っ
て
い
た

（
（1
（

。
唐
で
は
、
内
命
婦
は
皇
帝
の
妃
嬪
と
皇
太

子
の
妃
で
あ
り
、
外
命
婦
は
、
原
則
と
し
て
高
官
の
母
・
妻
や
公
主
（
皇
女
）
た
ち

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
配
偶
者
が
皇
帝
・
皇
太
子
か
否
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
女
性
の

区
分
け
が
唐
の
命
婦
の
「
内
外
」
の
別
で
あ
り
、
わ
が
国
で
内
親
王
が
外
命
婦
の
資

格
で
朝
参
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
こ
と
一
つ
だ
け
を
み
て
も
、
日
唐
の
差
異
は

大
き
い
。
こ
の
日
唐
間
の
相
違
は
、
朝
儀
へ
の
女
性
参
画
の
有
無
と
も
直
結
し
日
本

の
特
質
を
際
立
た
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。



93

[古代の政治空間のなかの女性]……伊集院葉子

（
二
）「
四
孟
」
と
女
官
―
衣
服
令
朝
服
・
制
服
規
定
か
ら

―

　

こ
れ
ま
で
、
内
外
命
婦
の
朝
参
が
、
令
制
前
か
ら
の
「
仕
奉
」
の
概
念
に
基
づ
い

て
律
令
に
規
定
さ
れ
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
み
て
き
た
。
そ
れ
は
、「
五
位
以
上
」（
天

智
・
天
武
朝
の
錦
位
、
天
武
十
四
年
～
飛
鳥
浄
御
原
令
の
直
位
以
上
）
と
い
う
大
夫

層
に
属
す
る
男
女
の
仕
奉
形
態
が
、
令
制
下
に
も
継
承
さ
れ
た
こ
と
の
確
認
で
も

あ
っ
た
。
で
は
、
六
位
以
下
の
女
官
の
朝
儀
参
会
は
、
ど
の
よ
う
な
理
念
で
規
定
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　【
史
料
13
】
衣
服
令
5
朝
服
条

朝
服　

一
品
以
下
。五
位
以
上
。並
皂
羅
頭
巾
。衣
色
同
二
礼
服
一
。牙
笏
。白
袴
。

金
銀
装
腰
帯
。
白
襪
。
烏
皮
履
。
六
位
。
深
緑
衣
。
七
位
。
浅
緑
衣
。
八
位
。

深
縹
衣
。
初
位
。
浅
縹
衣
。
並
皂
縵
頭
巾
。
木
笏
。〈
謂
。
職
事
。〉（
中
略
）

朝
庭
公
事
。
即
服
之
。

【
史
料
14
】
衣
服
令
11
朝
服
条

朝
服　

一
品
以
下
。
五
位
以
上
。
去
二
宝
髻
及
褶
舃
一
。
以
外
並
同
二
礼
服
一
。

六
位
以
下
。
初
位
以
上
。
並
着
二
義
髻
一
。
衣
色
准
二
男
夫
一
。（
中
略
）
四
孟
則

服
之
。

【
史
料
15
】
衣
服
令
6
制
服
条

制
服　

無
位
。
皆
皂
縵
頭
巾
。
黄
袍
。
烏
油
腰
帯
。
白
襪
。
皮
履
。
朝
庭
公
事
。

即
服
之
。
尋
常
通
得
レ
着
二
草
鞋
一
。（
後
略
）

【
史
料
16
】
衣
服
令
12
制
服
条

制
服　

宮
人
。
深
緑
以
下
。
兼
得
レ
服
之
。〈
紫
色
以
下
。
少
々
用
者
聴
。〉
緑
。

縹
。
紺
纈
。
及
紅
裙
。
四
孟
及
尋
常
則
服
之
。（
後
略
）

【
史
料
17
】
衣
服
令
14
武
官
朝
服
条

朝
服　

衛
府
督
佐
。並
皂
羅
頭
巾
。位
襖
。金
銀
装
腰
帯
。金
銀
装
横
刀
。白
襪
。

烏
皮
履
。（
中
略
）
並
朝
庭
公
事
即
服
之
。（
後
略
）

表　衣服令条文＊1

条文
番号 条文名 条文

番号 条文名 対　象 着用する朝儀

2 親王条 8 内親王条 皇子女
大祀・大嘗・元日	

（上掲儀式の礼服規定）3 諸王条 9 女王条 2 ～ 4 世皇親

4 諸臣条 10 内命婦条 ＊2 五位以上官人

5 朝服条 11 朝服条 一品～初位 男＝朝庭公事 / 女＝四孟

6 制服条 12 制服条 無位の官人ら 男＝朝庭公事，尋常 /
女＝四孟，尋常

＊1 上掲条文の他，1 皇太子条，7 服色条，13 武官礼服条，14 武官朝服条がある。 	
＊2 外命婦は夫の服色以下を着用。

　
【
史
料
13
】【
史
料
14
】
は
、
一
品
以
下
、
初
位
ま
で
の
男
女
の
朝
服
規
定
、【
史

料
15
】【
史
料
16
】
は
、
無
位
の
男
女
官
人
の
制
服
規
定
で
あ
る
。
礼
服
に
関
す
る

諸
条
文
と
異
な
り
、
朝
服
条
・
制
服
条
で
は
、
着
用
す
る
場
に
関
し
て
男
女
の
相
違

が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
朝
服
」
は
、
男
性
に
は
「
朝
庭
公
事

（
（2
（

」
で
の
着
用
を
、

女
性
に
は
「
四
孟
」
で
の
着
用
を
規
定
し
た
。
た
だ
し
、
衣
服
令
集
解
11
朝
服
条
所
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引
諸
説
は
、
た
と
え
ば
穴
記
が
「
大
祀
大
嘗
亦
合
二
朝
服
一
也
」
と
し
て
い
る
よ
う

に
、
六
位
以
下
の
女
性
は
大
祀
大
嘗
に
朝
服
を
着
用
す
る
と
し
て
い
る
。
六
位
以
下

に
は
礼
服
規
定
が
な
い
た
め
に
大
祀
な
ど
で
も
朝
服
を
着
用
す
る
の
で
あ
り
、「
四

孟
」
へ
の
列
席
に
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
無
位
男
女
の
制
服
に
関
し
て

は
、
男
女
と
も
に
「
尋
常

（
（2
（

」
で
の
着
用
を
想
定
し
た
う
え
で
、
男
性
に
は
「
朝
庭
公

事
」、
女
性
に
は
「
四
孟
」
で
の
着
用
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
四
孟
」
が

制
服
着
用
の
場
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。
裏
返
せ
ば
無
位
女
性
も
が
「
四
孟
」
へ
の
参

列
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
四
孟
の
成
り
立
ち
か
ら
考
え
て
お
き
た

い
。

　
「
四
孟
」
は
、
有
位
の
官
人
た
ち
の
朝
参
の
慣
行
が
、
簡
略
化
さ
れ
て
告
朔
と
な

り
四
孟
月
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た

（
（2
（

。

【
史
料
18
】
儀
制
令
5
文
武
官
条

凡
文
武
官
初
位
以
上
。
毎
二
朔
日
一
朝
。
各
注
二
当
司
前
月
公
文
一
。
五
位
以
上
。

送
二
着
朝
庭
案
上
一
。
即
大
納
言
進
奏
。
若
逢
レ
雨
失
レ
容
。
及
泥
潦
。
並
停
。〈
弁

官
取
二
公
文
一
。
惣
納
二
中
務
省
一
。〉

　

儀
制
令
文
武
官
条
は
、
諸
司
が
天
皇
に
対
し
て
行
う
月
例
の
行
政
報
告
で
あ
る
告

朔
を
規
定
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
古
瀬
奈
津
子
氏
は
、
条
文
が
朝
参
と
諸
司
の
公
文

進
奏
と
い
う
二
つ
の
儀
式
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、成
立
過
程
を
検
討
し
た
。

告
朔
は
、『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
九
月
丙
寅
朔
条
の
「
九
月
丙
寅
朔
、
雨
不
二
告

朔
一
」
が
初
見
で
あ
る
が
、
古
瀬
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
令
制
と
は
異
な
り
文
書
行

政
が
介
在
し
な
い
口
頭
報
告
だ
っ
た
と
い
う
。
一
方
、『
日
本
書
紀
』
天
武
十
二
年

十
二
月
庚
午
条
に
「
庚
午
、
詔
曰
、
諸
文
武
官
人
及
畿
内
有
位
人
等
、
四
孟
月
、
必

朝
参
。
若
有
二
死
病
一
、
不
レ
得
レ
集
者
、
当
司
具
記
、
申
二
送
法
官
一
」
と
い
う
初
見

記
事
が
み
え
る
四
孟
は
、
毎
日
の
朝
礼
で
あ
る
朝
参
が
制
限
さ
れ
、
四
孟
月
の
み
に

な
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。古
瀬
氏
は
、天
武
朝
に
は
告
朔
と
朝
参
は
別
々
の
儀
式
だ
っ

た
と
し
、
大
宝
令
に
い
た
っ
て
二
つ
の
儀
式
が
合
流
し
文
武
官
条
が
成
立
し
た
と
し

た
（
（2
（

。
古
瀬
氏
は
、
天
武
十
二
年
十
二
月
庚
午
条
の
「
四
孟
月
」
朝
参
に
は
女
性
も
含

ま
れ
て
い
た
と
し
、
令
制
は
そ
れ
を
継
承
し
た
と
す
る

（
（2
（

。
先
に
、
五
位
ラ
イ
ン
の
女

性
が
朝
参
を
求
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
仕
奉
の
一
形
態
だ
っ
た
か
ら
だ
と
私
見
を

の
べ
た
。
天
武
十
二
年
の
「
四
孟
月
」
朝
参
規
定
が
き
わ
め
て
厳
格
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
古
瀬
氏
の
指
摘
を
考
え
る
と
、
や
は
り
四
孟
月
朝
参
は
行
政
報
告

で
あ
る
告
朔
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

朝
服
・
制
服
の
制
度
も
、
六
位
以
下
の
女
官
に
も
王
権
へ
の
仕
奉
と
し
て
朝
参
が
求

め
ら
れ
た
た
め
に
整
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
男
官
の
朝
服
・
制
服
条
に
は
「
朝
庭
公
事
」
で
の
着
用
規
定
が
あ
り
、
こ

こ
に
は
四
孟
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
朝
庭
公
事
に
関
し
、
衣
服
令
集
解

14
武
官
朝
服
条
所
引
「
穴
記
」
は
、「
朝
庭
。
謂
レ
祭
。
非
二
庁
座
一
也
。」
と
し
て
、

庁
坐

（
（2
（

を
離
れ
た
場
を
「
朝
庭
」
と
し
て
い
る
。『
令
義
解
』
も
、「
謂
。
朝
者
。
朝
会

也
。
言
尋
常
之
日
。
唯
就
二
庁
座
一
。
至
二
於
朔
日
一
。
特
於
レ
庭
会
也
。」（
儀
制
令
義

解
5
文
武
官
条
）
と
し
、
庁
座
に
就
く
「
尋
常
之
日
」
と
、
通
常
は
庁
座
に
就
く
べ

き
官
人
が
、
そ
れ
を
離
れ
て
朝
庭
に
会
す
る
こ
と
を
区
別
す
る
。「
朝
庭
公
事
」
と

は
、
庁
座
を
離
れ
て
執
行
さ
れ
る
大
小
の
政
務
・
儀
式
を
指
す
と
解
釈
し
得
る
だ
ろ

う
。
一
方
、
女
性
の
「
尋
常
」
は
庁
座
で
の
執
務
で
は
な
い
た
め
、
一
律
に
男
官
と

比
較
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
女
性
の
職
場
は
内
裏
内
や
后
妃
・
皇
親
の
宮
で

あ
り
、
庁
座
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
が
、「
朝
庭
公
事
」
と
い
う
文
言
を
適
用
さ

れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
含
め
、
後
考
を
ま
ち
た
い

（
（2
（

。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
衣
服
令
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
を
次
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
。

　

第
一
に
、
大
祀
（
即
位
儀
礼
や
臨
時
の
大
祭
祀
）、
大
嘗
（
新
嘗
）、
元
日
の
朝
儀

に
は
、
男
女
と
も
の
参
会
が
想
定
さ
れ
た
。
と
く
に
一
品
～
五
位
に
対
し
て
は
、
男

女
と
も
に
礼
服
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
大
祀
・
大
嘗
・
元
日
と
い
う
着
用
の
場
に
関

し
て
の
性
差
は
み
ら
れ
な
い
。

　

第
二
に
、
右
以
外
の
朝
儀
で
は
、
男
性
は
文
官
武
官
と
も
に
「
朝
庭
公
事
」
と
よ
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ば
れ
る
告
朔
等
の
諸
行
事
へ
の
参
会
が
想
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
品
以
下
初
位

ま
で
の
男
性
に
は
朝
服
、
無
位
に
は
制
服
が
規
定
さ
れ
た
。
女
性
は
、
内
親
王
・
女

王
・
内
命
婦
は
も
と
よ
り
、
無
位
の
女
官
に
至
る
ま
で
四
孟
の
朝
参
が
想
定
さ
れ
、

一
品
か
ら
初
位
の
女
性
に
は
朝
服
、
無
位
に
は
制
服
が
規
定
さ
れ
た
（
表
「
衣
服
令

条
文
」
参
照
）。

　

男
性
に
は
、「
朝
庭
公
事
」
の
衣
服
が
決
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
女
性
に
は

そ
の
規
定
が
な
い
な
ど
、
衣
服
令
の
条
文
に
お
い
て
男
女
が
均
質
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
は
、
庁
座
の
有
無
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
、
律
令
官
僚
機
構
上
の
男

女
の
差
異
に
起
因
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
四
孟
の
衣
服
規
定
が
無
位
女
官
に

ま
で
及
ん
だ
こ
と
は
、
律
令
国
家
が
求
め
た
官
人
の
朝
参
に
女
性
も
組
み
込
ま
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

養
老
衣
服
令
は
、
朝
儀
の
際
の
皇
太
子
以
下
の
男
女
の
衣
服
制
度
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
。
唐
令
に
も
衣
服
令
の
存
在
が
知
ら
れ
、
七
十
四
に
及
ぶ
条
文
が
復
元
さ
れ

て
い
る

（
（2
（

。
そ
の
対
象
は
、
皇
帝
、
皇
后
、
皇
太
子
、
皇
太
子
妃
、
侍
臣
・
群
官
、
武
官
、

庶
人
、
内
外
命
婦
、
六
尚
以
下
の
宮
官
・
女
史
、
庶
人
女
、
百
官
女
に
ま
で
及
ぶ
。

日
本
令
と
唐
令
と
で
は
、
衣
服
制
度
を
定
め
る
規
模
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の

意
味
を
武
田
佐
知
子
氏
は
、「
日
本
衣
服
令
は
中
国
衣
服
令
の
如
く
、
礼
の
総
体
を

俯
瞰
し
て
全
社
会
的
な
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
朝
儀
と
い
う
個
別

具
体
的
事
象
に
対
象
を
限
定
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
」
だ
か
ら
だ
と
指
摘
し
た

（
（2
（

。
つ

ま
り
、
日
本
で
は
、
文
武
官
と
内
外
命
婦
以
下
の
女
性
、
す
な
わ
ち
、
朝
儀
を
構
成

す
る
「
列
席
者
」
た
ち
の
衣
服
制
度
を
定
め
る
と
い
う
構
想
の
下
に
、
衣
服
令
が
定

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
代
の
唐
は
、
社
会
の
風
潮
と
し
て
男
女
の
交
際
が
比
較

的
自
由
で
、「
朝
廷
の
儀
式
の
場
で
も
、
男
女
の
区
別
に
そ
れ
ほ
ど
注
意
を
払
わ
な

か
っ
た

（
（2
（

」
と
い
う
。
そ
の
唐
で
さ
え
、
官
人
と
命
婦
が
と
も
に
公
の
儀
式
に
列
席
す

る
こ
と
に
対
し
て
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た

（
（3
（

こ
と
を
考
え
る
と
、
男
女
の
参
会
規
定
は
、

わ
が
国
の
重
要
な
特
質
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
女
性
が
朝
儀
に
参
会
す
る
に
あ
た
っ
て

の
衣
服
制
度
は
、
男
女
と
も
の
天
皇
へ
の
仕
奉
と
い
う
概
念
が
、
朝
儀
の
構
成
員
に

も
貫
徹
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

❷『
続
日
本
紀
』
の
朝
儀
と
女
性

　

本
稿
の
冒
頭
で
、
国
家
の
統
治
活
動
と
し
て
の
政
治
を
定
義
し
た
さ
い
、
次
の
二

つ
に
大
別
し
た
。

　

①　

国
家
意
志
の
決
定
（
政
務
）
と
執
行
（
行
政
）

　

②　

国
家
意
志
の
形
成

　

①
の
国
家
意
志
の
決
定
は
、
通
常
は
議
政
官
な
ど
の
審
議
の
場
で
行
わ
れ
る
た

め
、
八
世
紀
で
は
そ
の
経
過
が
史
料
に
遺
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
女
性
官
人
の

う
ち
、
天
皇
に
常
侍
す
る
内
侍
司
が
、
執
行
に
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
詔
勅
発
給

過
程
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。
神
璽
、
関
契
な
ど
を
管
理
す
る
蔵
司
の

女
官
も
①
の
場
に
同
席
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
②
は
、
国
家
意
志
を
達
成
す

る
た
め
の
全
官
人
レ
ベ
ル
で
の
合
意
形
成
を
目
的
と
す
る
た
め
、
可
視
化
さ
れ
た
儀

式
・
儀
礼
と
し
て
執
り
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
朝
儀
へ
の
女
性
参
会
の

さ
ま
を
『
続
日
本
紀
』
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
国
家
意
志
形
成
過
程

に
お
け
る
女
性
の
参
会
の
実
相
が
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

（
一
）
授
位
儀
と
伊
福
吉
部
徳
足
比
売
臣
墓
誌

　
『
続
日
本
紀
』
に
は
、
即
位
儀
の
ほ
か
、
大
嘗
、
新
嘗
、
元
日
な
ど
衣
服
令
に
礼

服
が
規
定
さ
れ
て
い
る
朝
儀
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。『
続
日
本
紀
』
記
事
自
体

に
女
性
の
参
会
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
女
性
が
そ
の
場
に
列
立
し
て
い
た

こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
ま
た
、
無
位
に
至
る
ま
で
の
女
官
も
「
四
孟
」
で
の
衣

服
制
度
を
規
定
さ
れ
て
い
た
。
礼
服
着
用
は
許
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
重
要
な
朝
儀

に
は
威
儀
を
た
だ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
際
に
初
位
以
上
は
朝

服
に
、
無
位
の
女
官
は
制
服
に
身
を
包
ん
で
列
立
し
た
の
で
あ
る
。
次
の
史
料
は
、

男
官
・
女
官
が
と
も
に
出
席
し
た
叙
位
儀
の
記
録
の
一
つ
で
あ
る
。
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【
史
料
19
】『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年
二
月
甲
午
（
二
十
五
日
）
条

甲
午
、
天
皇
御
二
大
極
殿
一
、
詔
授
二
成
撰
人
等
位
一
。
親
王
已
下
五
位
已
上
男

女
一
百
十
人
、
各
有
レ
差
。（
後
略
）

【
史
料
20
】
伊
福
吉
部
徳
足
比
売
臣
墓
誌
銘

因
幡
国
法
美
郡
伊
福
吉
部
徳
足
比
売
臣

藤
原
大
宮
御
宇

大
行

天
皇
御
世
慶
雲
四
年
歳
次
丁
未
春
二
月
二
十
五
日
従
七
位

下
被
賜
仕
奉
矣

和
銅
元
年
歳
次
戊
申
秋
七
月
一
日
卒
也　

三
年
康マ

マ
戌
冬
十
月
火
葬
即
殯
此
処

故
末
代
君
等
不
応
崩
壊

上
件
如
前
故
謹
録
錍

和
銅
三
年
十
一
月
十
三
日
己
未

　
【
史
料
19
】
は
、
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
二
月
に
行
わ
れ
た
、
大
宝
令
施
行
後
最

初
の
成
選
に
と
も
な
う
叙
位
儀
の
記
録
で
あ
る

（
（3
（

。「
天
皇
御
二
大
極
殿
一
」
と
あ
る
よ

う
に
、
天
皇
出
御
の
も
と
、
儀
式
が
実
施
さ
れ
た
。
記
事
は
、
五
位
以
上
へ
の
授
位

を
記
し
て
お
り
、
こ
の
日
授
位
に
与
っ
た
「
男
女
」
が
百
十
人
だ
っ
た
こ
と
を
明
記

す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
に
は
男
官
だ
け
で
は
な
く
女
性
も
行
立
し
て
い
た
の
で

あ
る
。【
史
料
20
】
は
、
近
世
の
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
鳥
取
市
で
発
見
さ
れ

た
骨
蔵
器
の
蓋
に
刻
ま
れ
た
銘
文
で
あ
る
。
墓
主
は
、
伊
福
吉
部
徳
足
比
売
臣
で
あ

る
。
銘
文
に
は
、
徳
足
が
、
文
武
朝
（
藤
原
大
宮
御
宇

大
行

天
皇
御
世
）
の
慶
雲
四

年
二
月
二
十
五
日
に
従
七
位
下
を
授
け
ら
れ
、
翌
和
銅
元
年
七
月
一
日
に
死
去
し
、

火
葬
の
後
、和
銅
三
年
に
因
幡
国
法
美
郡
で
葬
ら
れ
た
い
き
さ
つ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

銘
文
の
慶
雲
四
年
二
月
二
十
五
日
こ
そ
、【
史
料
19
】
の
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年

二
月
甲
午
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
徳
足
は
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
五
位
以
上
の
男
女

の
官
人
と
同
日
、昇
叙
に
与
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は【
史
料
19
】の
記
述
が【
史

料
20
】
に
よ
っ
て
裏
づ
け
さ
れ
た
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
、
叙
位
の
具
体
例
と
し
て

考
察
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
衣
服
令
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
を
踏
ま
え
れ
ば
、
天
皇

が
大
極
殿
に
出
御
し
て
実
施
さ
れ
た
朝
儀
に
女
性
が
行
立
し
、
六
位
以
下
の
女
性
も

例
外
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
、
と
く
に
重
視
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

徳
足
は
、【
史
料
20
】
に
よ
っ
て
法
美
郡
を
基
盤
と
し
た
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
が
、
出
自
は
不
明
の
部
分
が
多
い

（
（3
（

。
因
幡
の
豪
族
で
あ
る
伊
福
部
臣
氏

の
系
譜
「
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
」
は
、
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
の
成
立
と
さ
れ
る

が
、
そ
こ
に
徳
足
の
記
載
は
な
い
。

　

大
化
前
代
に
は
、
埼
玉
の
稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
銘
や
熊
本
の
江
田
船
山
古
墳
大
刀
銘

に
刻
ま
れ
た
よ
う
な
、
地
方
豪
族
が
五
世
紀
に
ヤ
マ
ト
の
大
王
に
仕
え
た
と
い
う
記

録
が
み
ら
れ
る
。大
王
と
地
方
豪
族
の
政
治
的
関
係
が
、直
接
的
人
格
的
結
合
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
た

（
（3
（

た
め
、そ
の
役
割
を
担
っ
て
ヤ
マ
ト
へ
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。『
日

本
書
紀
』
に
は
、
日
向
の
髪
長
媛
（『
日
本
書
紀
』
応
神
十
一
年
是
歳
条
、
同
十
三

年
三
月
条
、
九
月
中
条
。
仁
徳
二
年
三
月
戊
寅
条
）、
桑
田
の
玖
賀
媛
（『
日
本
書
紀
』

仁
徳
十
六
年
七
月
戊
寅
朔
条
）
な
ど
、
飛
鳥
を
離
れ
た
地
方
か
ら
大
王
宮
へ
出
仕
し

た
女
性
た
ち
の
伝
承
が
認
め
ら
れ
る
。
彼
女
た
ち
も
ま
た
、
地
方
と
朝
廷
を
つ
な
ぐ

直
接
的
人
格
的
な
結
び
つ
き
を
担
っ
て
出
仕
し
た
の
で
あ
る

（
（3
（

。
令
制
前
の
女
性
の
官

仕
は
、
采
女
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
存
在
し
た
。
徳
足
の
出
仕
は
、

七
世
紀
末
で
あ
り
、
髪
長
媛
た
ち
の
時
代
と
は
隔
た
っ
て
は
い
る
が
、
地
方
と
朝
廷

を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
、
飛
鳥
の
地
に
赴
い
た
と
い
う
点
は
同
様
で
あ
る
。

　

徳
足
は
、
大
宝
令
施
行
後
初
の
成
選
授
位
で
従
七
位
下
に
昇
っ
た
。
官
人
の
考
課

に
つ
い
て
は
緻
密
な
分
析
が
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
厳
格
に
実
施
さ
れ
た

こ
と
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
（3
（

、
八
世
紀
の
女
官
に
対
し
て
も
同
様
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る

（
（3
（

。
そ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
従
七
位
下
と
い
う
位
階
は
、
短
期
間
の
出
仕

で
到
達
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
七
世
紀
後
半
か
ら
の
比
較
的
長
い
出
仕
歴
が
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
本
論
か
ら
外
れ
る
が
、
徳
足
の
得
た
位
階
が
持
つ
律
令
官
制
上
の
位
置

に
つ
い
て
、
准
位
と
の
関
係
で
記
し
て
お
き
た
い
。

　

令
制
で
は
、
現
任
の
官
人
に
は
年
二
回
の
季
禄
が
与
え
ら
れ
る
（
禄
令
1
給
季
禄
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条
、
2
季
禄
条
）。
そ
の
支
給
基
準
は
、
自
身
が
帯
び
る
現
実
の
位
階
で
は
な
く
、

自
身
の
官
職
の
相
当
位
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
納
言
の
相
当
位
は
正
三
位
で
あ
る
た

め
、
従
二
位
の
大
納
言
は
、
従
二
位
で
は
な
く
正
三
位
の
季
禄
を
得
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
女
性
に
対
し
て
は
、
後
宮
十
二
司
も
含
め
官
位
相
当
規
定
は
適
用
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
給
禄
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
禄
令
で
、
季
禄
を
支
給
す
る
際

の
基
準
位
階
が
設
定
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る「
准
位
」で
あ
る（
禄
令
9
宮
人
給
禄
条
）。

　

徳
足
が
昇
っ
た
従
七
位
下
は
、
男
官
の
正
親
司
の
佑
、
内
膳
司
の
典
膳
、
造
酒
司

の
佑
な
ど
大
司
の
判
官
ク
ラ
ス
の
相
当
位
に
該
当
す
る
（
官
位
令
15
従
七
位
条
）。

宮
人
給
禄
条
に
よ
る
と
、
従
七
位
を
准
位
と
す
る
後
宮
十
二
司
の
ポ
ス
ト
は
、
尚

掃
、
尚
水
、
掌
蔵
、
掌
侍
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
尚
水
は
、
膳
司
と
な
ら
ん
で
采
女
が

配
属
さ
れ
る
官
司
で
あ
る
水
司
の
長
官
で
あ
る
。
断
定
は
で
き
な
い
が
、
徳
足
が
も

し
采
女
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
水
司
の
一
員
と
し
て
累
進
し
尚
水
に
至
っ
た
可
能
性
が

あ
り
、
と
す
れ
ば
、
典
水
二
人
と
采
女
六
人
を
指
揮
す
る
ポ
ス
ト
に
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
采
女
か
否
か
は
お
く
と
し
て
も
、
徳
足
の
時
代
に
成
選
し
て
位
階
の
昇
叙
に

至
る
の
は
容
易
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
徳
足
は
、
精
勤
の
人
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
精
勤
の
結
果
、
複
数
の
下
級
女
官
を
率

い
る
職
事
に
な
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
に
矛
盾
は
な
く
、
慶
雲
四
年
の
成
選
授
位
で

極
位
に
の
ぼ
っ
た
際
に
は
朝
服
を
ま
と
っ
て
儀
式
に
列
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
仲
麻
呂
の
大
師
任
官
儀
と
女
性
の
参
会

　

授
位
さ
れ
る
女
官
が
叙
位
儀
に
出
席
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
当
然
で
あ
る
。
で

は
、
大
臣
な
ど
の
任
官
儀
で
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
国
政
中
枢
の
人
事
体
制
が
公
表

さ
れ
る
儀
式
空
間
に
お
け
る
女
性
の
存
在
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
史
料
21
】『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
正
月
丙
寅
条

丙
寅
、
⒜
高
野
天
皇
及
帝
御
二
内
安
殿
一
、
授
二
大
保
従
二
位
藤
原
恵
美
朝
臣
押

勝
従
一
位
一
。
正
四
位
上
藤
原
朝
臣
真
楯
、
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
巨
勢
麿
並
従

三
位
。
従
五
位
上
下
毛
野
朝
臣
稲
麿
正
五
位
上
。
従
五
位
上
日
下
部
宿
禰
古

麿
・
石
川
朝
臣
豊
成
並
正
五
位
下
。
従
五
位
下
田
中
朝
臣
多
太
麿
・
日
置
造

真
卯
並
従
五
位
上
。
外
従
五
位
下
食
朝
臣
三
田
次
、正
六
位
上
田
口
朝
臣
大
戸
、

正
六
位
下
大
原
真
人
継
麿
並
従
五
位
下
。
正
六
位
上
下
道
朝
臣
黒
麿
外
従
五

位
下
。従
五
位
上
粟
田
朝
臣
深
見
正
五
位
下
。女
孺
正
六
位
上
大
伴
宿
禰
真
身
・

雀
部
朝
臣
東
女
、
従
六
位
下
布
勢
朝
臣
小
野
、
正
七
位
上
大
神
朝
臣
妹
、
无

位
藤
原
朝
臣
薬
子
並
従
五
位
下
。
⒝
事
畢
、
高
野
天
皇
口
勅
曰
、
乾
政
官
大
臣

〈
仁
方
〉
敢
〈
天
〉
仕
奉
〈
倍
伎
〉
人
無
時
〈
波
〉
空
〈
久
〉
置
〈
弖
〉
在
官

〈
尓
阿
利
〉。
然
今
大
保
〈
方
〉
必
可
仕
奉
〈
之
止
〉
所
念
坐
〈
世
〉、
多
〈
能
〉

遍
重
〈
天
〉
勅
〈
止
毛
〉、敢
〈
未
之
時
止
〉
為
〈
弖
〉
辞
〈
備
〉
申
、（
中
略
）

⒞
今
此
藤
原
恵
美
朝
臣
〈
能
〉
大
保
〈
乎
〉
大
師
〈
乃
〉
官
〈
仁
〉
仕
奉
〈
止
〉

授
賜
〈
夫
〉
天
皇
御
命
、
衆
聞
食
宣
。
即
召
二
大
師
一
賜
二
随
身
契
一
。（
後
略
）

　
【
史
料
21
】
は
、
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
正
月
四
日
に
内
安
殿
で
行
わ
れ
た
、

授
位
・
任
官
・
褒
賞
の
朝
儀
の
う
ち
、
前
半
に
記
載
さ
れ
た
男
性
十
二
人
、
女
性
六

人
へ
の
授
位
と
恵
美
押
勝
（
藤
原
仲
麻
呂
）
の
大
師
（
太
政
大
臣
）
補
任
を
伝
え
る

部
分
で
あ
る
。

　

内
安
殿
は
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
か
ら
天
平
宝
字
四
年
に
か
け
て
『
続
日
本
紀
』

に
み
え
る
内
裏
地
区
の
殿
舎
で
あ
る
。
南
に
広
い
前
庭
を
有
す
る
が
、
お
も
に
特
殊

な
叙
位
・
任
官
の
場
合
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
や
、
大
安
殿
と
異
な
り
宴
が
催
さ
れ
た

記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一
方
的
な
天
皇
の
意
志
伝
達
や
君
臣
秩
序
を
明
確
に
す
る

た
め
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う

（
（3
（

。
内
安
殿
を
会
場
と
し
た
朝
儀
は
、『
続
日
本
紀
』
天

平
宝
字
三
年
六
月
庚
戌
条
に
も
「
帝
御
二
内
安
殿
一
、
喚
二
諸
司
主
典
已
上
一
」
と
い

う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
諸
司
を
在
京
諸
司
と
す
れ
ば
、
主
典
以
上
の
定
員
合
計
は
約

七
百
人
（
後
宮
十
二
司
の
職
事
五
十
七
人
を
含
む
）
に
の
ぼ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
数

が
列
立
し
得
る
前
庭
を
有
す
る
空
間
が
、【
史
料
21
】
で
展
開
さ
れ
た
朝
儀
の
舞
台

だ
っ
た
。
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こ
の
空
間
に
高
野
天
皇
（
孝
謙
太
上
天
皇
）
と
帝
（
淳
仁
天
皇
）
が
出
御
し
（
傍

線
⒜
）、
叙
位
が
行
わ
れ
、「
事
畢
（
事
お
わ
り
て
）」（
傍
線 

⒝
）、
つ
ま
り
、
授
位

儀
が
終
わ
っ
て
、
孝
謙
が
口
勅
に
よ
っ
て
恵
美
押
勝
を
大
師
（
太
政
大
臣
）
に
任
じ

る
旨
を
述
べ
た
⒞
。
記
事
の
構
造
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

高
野
天
皇
（
孝
謙
太
上
天
皇
）
と
帝
（
淳
仁
天
皇
）
が
内
安
殿
に
出
御

　
　
　
　
　
　
　
　

⇩

恵
美
押
勝
（
藤
原
仲
麻
呂
）
以
下
の
男
官
と
、
粟
田
深
見
以
下
の
女
官
に
授
位

　
　
　
　
　
　
　
　

⇩

事
畢
（
授
位
儀
が
終
わ
っ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　

⇩

高
野
天
皇
口
勅
に
よ
り
押
勝
を
大
師
に
任
官

　

孝
謙
は
、
仲
麻
呂
を
人
臣
初
の
太
政
大
臣
に
任
じ
る
意
志
を
「
天
皇
御
命
、
衆
聞

食
宣
」（
傍
線
⒞
）
と
勅
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
に
列
立
し
た
官
人
た
ち
に
知

ら
せ
た
。
そ
の
う
え
で
「
随
身
契
」
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
契
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
式
令
45
給
随
身
符
条
に
あ
る
随
身
符
で
は
な
く
、
よ
り
強
い
権
限
を
有

す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う

（
（4
（

。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
日
の
朝
儀
は
、
仲
麻
呂
の
太
政

大
臣
任
官
と
、
令
の
規
定
を
超
え
る
権
限
の
賜
与
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

太
上
天
皇
と
天
皇
の
意
志
を
周
知
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の

内
安
殿
で
の
儀
式
に
女
性
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
授
位
後
の
「
事
畢
」
と
い
う

語
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
事
」（
＝
叙
位
儀
）
が
「
畢
」
っ
た
の
ち
、
孝

謙
口
勅
、
大
師
任
官
が
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
授
位
儀
に
列
立
し
た
女
性
が
途
中

で
退
場
し
た
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
内
安
殿
に
お
け
る
一
連
の

行
事
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
女
性
た
ち
も
そ
こ
に
行
立
し
、
孝
謙
の
口
勅
を
聞
き
、

大
師
任
官
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
、【
史
料
21
】
の
大
師
任
官
は
、
任
大
臣
儀
の
一
例
で
あ
る
。
藤
森
健

太
郎
氏
は
、
天
皇
の
即
位
儀
礼
が
唐
礼
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
な
か
で
大
臣

任
官
儀
礼
中
の
宣
命
の
意
義
を
分
析
し
、
皇
帝
か
ら
個
人
に
対
し
て
任
官
を
命
じ
る

唐
の
冊
書
と
は
異
な
り
、
日
本
の
場
合
に
は
、
親
王
以
下
天
下
公
民
ま
で
に
就
任
の

事
実
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
（4
（

。
佐
々
木
恵
介
氏

は
、
藤
森
氏
の
分
析
の
上
に
立
っ
て
、
令
制
当
初
か
ら
の
任
官
儀
礼
の
目
的
を
、
任

官
さ
れ
る
官
人
個
人
へ
の
告
知
で
は
な
く
、
任
官
結
果
を
公
表
・
確
定
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
と
指
摘
し
た

（
（4
（

。
と
り
わ
け
、『
内
裏
式
』
の
任
大
臣
儀
の
次
第
を
分
析
し
、

こ
の
儀
式
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
、宣
命
を
宣
読
さ
れ
る「
刀
禰
」（
＝

任
官
さ
れ
る
本
人
以
外
の
列
席
者
。
五
位
以
上
と
六
位
以
下
は
列
立
す
る
場
が
異
な

る
）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
日
本
の
任
大
臣
儀
の
特
質
を
見
い
だ
し
た
こ

と
は
重
要
に
思
わ
れ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
人
事
は
国
家
の
大
事
で
あ
る
。
そ
の
最
高
位
で
あ
る
太
政

大
臣
任
官
の
場
に
女
性
も
臨
ん
で
い
た
。
こ
こ
に
は
、
仲
麻
呂
に
か
つ
て
な
い
権
限

を
与
え
て
国
政
を
運
営
す
る
と
い
う
国
家
意
志
が
、
女
性
も
含
め
た
官
人
層
の
な
か

で
形
成
さ
れ
て
い
く
さ
ま
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
行
政
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
国
家
意
志
定
立
・
執
行
へ
の
関
与
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
朝
廷
を
構

成
す
る
官
人
た
ち
を
含
め
て
国
家
意
志
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
に
、
女
性
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
文
武
職
事
五
位
以
上
の
意
思
形
成
と
「
女
官
」

　

こ
こ
ま
で
、
国
家
意
志
形
成
過
程
に
女
性
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
み
て

き
た
。
こ
こ
で
少
し
視
点
を
変
え
、
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
王
権
に
と
っ
て
後
宮

十
二
司
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。
次
の
史
料
は
、

こ
れ
ま
で
女
官
論
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
国
家
意

志
形
成
の
場
に
後
宮
十
二
司
職
事
の
参
会
が
不
可
欠
だ
と
い
う
認
識
を
王
権
が
有
し

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
で
あ
る
。
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【
史
料
22
】『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
七
月
乙
巳
条

乙
巳
、
召
⒜

二
二
品
穂
積
親
王
、
左
大
臣
石
上
朝
臣
麻
呂
、
右
大
臣
藤
原
朝
臣

不
比
等
、
大
納
言
大
伴
宿
禰
安
麻
呂
、
中
納
言
小
野
朝
臣
毛
野
・
阿
倍
朝
臣

宿
奈
麻
呂
・
中
臣
朝
臣
意
美
麻
呂
、
左
大
弁
巨
勢
朝
臣
麻
呂
、
式
部
卿
下
毛

野
朝
臣
古
麻
呂
等
於
御
前
一
、
勅
曰
。
卿
等
情
存
二
公
平
一
、
率
―二

先
百
寮
一
。
朕

聞
レ
之
、
憙
―二

慰
于
懐
一
。
思
由
二
卿
等
如
一レ
此
、
百
官
為
レ
本
、
至
二
天
下
平
民
一
、

垂
拱
開
レ
衿
、
長
久
平
好
。
又
卿
等
子
々
孫
々
、
各
保
二
栄
命
一
、
相
継
供
奉
。

宜
下
知
二
此
意
一
各
自
努
力
上
。
又
召
⒝

二
神
祇
官
大
副
、
太
政
官
少
弁
、
八
省
少

輔
以
上
、
侍
従
、
弾
正
弼
以
上
、
及
武
官
職
事
五
位
一
、
勅
曰
。
汝
王
臣
等
、

為
二
諸
司
本
一
。
由
二
汝
等
勠
一レ
力
、
諸
司
人
等
須
二
斉
整
一
。
朕
聞
。
忠
浄
守
二

臣
子
之
業
一
、
遂
受
二
栄
貴
一
、
貪
濁
失
二
臣
子
之
道
一
、
必
被
二
罪
辱
一
。 

是
天

地
之
恒
理
、
君
臣
之
明
鏡
。
故
汝
等
、
知
二
此
意
一
、
各
守
二
所
職
一
、
勿
レ
有
二

怠
緩
一
。
能
堪
二
時
務
一
者
、
必
挙
而
進
、
乱
二
失
官
事
一
者
、
必
無
二
隠
諱
一
。

因
授
二
従
四
位
上
阿
倍
朝
臣
宿
奈
麻
呂
正
四
位
上
、
従
四
位
上
下
毛
野
朝
臣
古

麻
呂
・
中
臣
朝
臣
意
美
麻
呂
・
巨
勢
朝
臣
麻
呂
並
正
四
位
下
一
。
⒞
文
武
職
事

五
位
已
上
及
女
官
、
賜
レ
禄
各
有
レ
差
。

　
【
史
料
22
】
は
、
元
明
天
皇
即
位
か
ら
一
年
後
（
七
〇
八
）
に
、
官
人
た
ち
を
召

し
て
忠
誠
忠
勤
を
求
め
、
禄
を
授
け
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
穂
積
親
王
以
下
、
下
毛
野
朝
臣
古
麻
呂
ま
で
の
九
人
（
傍
線
⒜
）
は
、
当

時
の
議
政
官
で
あ
る

（
（4
（

。
傍
線
⒝
の
「
神
祇
官
大
副
、
太
政
官
少
弁
、
八
省
少
輔
以
上
、

侍
従
、弾
正
弼
以
上
」
は
、相
当
位
階
が
五
位
以
上
に
あ
た
る
諸
官
司
の
職
事
官
（
男

官
）
で
あ
り
、「
武
官
職
事
五
位
」
と
は
、
五
衛
府
の
長
官
と
左
右
衛
士
府
の
次
官

で
あ
る
。
傍
線
⒜
⒝
は
、
記
事
末
の
賜
禄
に
あ
ず
か
っ
た
傍
線
⒞
「
文
武
職
事
五
位

已
上
」
に
対
応
す
る
。「
五
位
以
上
」
つ
ま
り
「
率
二
先
百
寮
一
」
し
、
ま
た
は
「
諸

司
人
等
須
二
斉
整
一
」
え
て
天
皇
の
執
政
を
支
え
る
べ
き
官
僚
を
召
し
た
の
で
あ
る
。

賜
禄
の
対
象
に
な
っ
た
の
が
、
こ
の
場
に
召
さ
れ
た
男
官
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
記
事

の
構
成
か
ら
判
断
し
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
傍
線
⒞
後
半
に
「
及
女
官
、
賜
レ
禄
各
有
レ
差
」
と
あ
る
「
女
官
」
と

は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
に
召
さ
れ
た
男
官
が
議
政
官
と
五
位
以
上
の
官
位

相
当
官
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
①
「
女
官
」
は
、
五
位
以
上
の
女
性
＝
内
命

婦
と
す
る
理
解
、
②
五
位
以
上
は
男
官
に
限
ら
れ
て
お
り
、
女
官
に
関
し
て
は
「
五

位
以
上
」
と
は
限
定
さ
れ
な
い
―
―
と
い
う
二
つ
の
解
釈
が
あ
り
得
る
。

　

律
令
で
は
女
性
の
官
人
は
「
宮
人

（
（4
（

」
で
あ
り
、「
女
官
」
と
い
う
語
は
律
令
規
定

に
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
女
官
の
語
は
八
世
紀
末
に
な
っ
て
か
ら
定
着
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
記
事
中
の
「
女
官
」
も
『
続
日
本
紀
』
編
纂
時
点
の
用
語
だ
と
解
釈
さ

れ
て
き
た

（
（4
（

。
し
か
し
、『
続
日
本
紀
』
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
二
月
庚
申
条
に
は
、

「
制
、
内
命
婦
身
帯
二
五
位
一
、
任
二
六
位
巳
下
官
一
者
、
自
レ
今
以
後
、
給
二
正
六
位
官

禄
一
」
と
あ
り
、
禄
令
9
宮
人
給
禄
条
に
よ
り
准
位
六
位
以
下
と
定
め
ら
れ
た
後
宮

十
二
司
職
事
を｢

六
位
巳
下
官｣

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
宝
令
制
下
で
十
二
司

の
職
事
は｢

官｣

と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る

（
（4
（

。
さ
ら
に
、

禄
令
12
嬪
以
上
条
に
「
若
帯
レ
官
者
。
累
給
」
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
嬪
以
上
の
キ

サ
キ
が
後
宮
十
二
司
の
職
事
を
兼
帯
し
た
場
合
に
は
、
職
事
と
し
て
の
禄
も
合
わ
せ

て
支
給
す
る
（
累
給
）
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
養
老
令
の
条
文
で
も
、
職
事
を
「
官
」

と
記
し
て
い
る

（
（4
（

。
以
上
か
ら
、【
史
料
22
】
の
「
女
官
」
は
、
八
世
紀
末
か
ら
定
着

し
た
宮
人
全
体
を
指
す
意
味
で
は
な
く
、
後
宮
十
二
司
の
職
事
を
指
す

”女
で
あ
る

「
官
」“
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
元
明
天
皇
は
、
男
性
に

つ
い
て
は
官
位
相
当
で
五
位
以
上
の
職
事
官
を
召
し
た
が
、
女
性
は
、
後
宮
十
二
司

の
職
事
全
員
を
召
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
非
対
称
が
生
じ
た
の
だ
ろ

う
か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
五
位
以
上
（
の
准
位
）
に
限
る
と
、
尚
蔵
（
正
三
位
）、

典
蔵
（
従
四
位
）、
尚
膳
（
正
四
位
）、
尚
縫
（
正
四
位
）、
尚
侍
、
典
膳
、
典
縫
（
以

上
、
従
五
位
）
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
典
侍
（
従
六
位
下
）
が
含
ま
れ
な
い
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
典
侍
は
、
尚
侍
不
在
時
の
奏
請
宣
伝
を
担
っ
て
い
た
【
史
料
9
】。

議
政
官
と
二
官
八
省
等
の
五
位
以
上
職
事
官
を
召
し
て
天
皇
へ
の
忠
誠
を
求
め
た
場
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に
内
侍
司
職
事
が
不
在
で
は
、
天
皇
の
意
志
徹
底
と
い
う
点
で
不
都
合
だ
っ
た
だ
ろ

う
。
ま
た
、
天
皇
の
日
常
的
な
政
務
と
生
活
に
仕
奉
し
た
後
宮
十
二
司
職
事
の
参
会

を
欠
く
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
天
皇
へ
忠
誠
忠
勤
を
求
め
る
と
い
う
朝
儀
の
目
的

か
ら
み
て
不
完
全
と
み
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
男
官
は
五
位
以
上
を

召
し
た
が
、
女
性
に
つ
い
て
は
六
位
以
下
で
あ
っ
て
も
天
皇
の
近
く
で
勤
仕
す
る
職

事
全
員
を
召
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
後
宮
十
二
司
に
関
し
て
は
、「
宣
伝
」
を
担
う
内
侍
司
の
職
掌
が
、
国

家
意
志
形
成
過
程
に
関
与
し
た
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
、
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
大
宝
令
制
下
の
初
期
の
段
階
で
は
、
内
侍
司
に
と
ど
ま
ら
ず
後
宮

十
二
司
女
官
が
国
家
意
志
形
成
過
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
続
日
本

紀
』
和
銅
元
年
七
月
乙
巳
条
の
分
析
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
伊
福
吉
部
徳
足
は
、
こ
の
朝
儀
の
直
前
、
七
月
一
日
に
死
去
し
た
（【
史

料
20
】）。
存
命
で
あ
れ
ば
、
後
宮
十
二
司
の
い
ず
れ
か
の
官
司
の
職
事
と
し
て
、
こ

の
朝
儀
に
も
列
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、「
五
位
」
が
朝
儀
参
会
に
あ
た
っ
て
重
視
さ
れ
る
ラ
イ
ン
に
な
る
こ
と

に
関
連
し
、
八
世
紀
の
史
料
に
み
ら
れ
る
女
官
の
五
位
直
叙
の
意
義
に
つ
い
て
み
て

お
き
た
い
。
キ
サ
キ
で
あ
る
妃
・
夫
人
・
嬪
に
は
後
宮
職
員
令
に
よ
っ
て
対
応
す
る

品
位
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
無
位
か
ら
五
位
以
上
へ
の
直
叙
も
法
規
定
の
摘
要
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
女
官
の
直
叙
は
、
天
皇
の
恣
意
や
、
夫
・
父
・
兄
弟
ら

の
権
力
に
よ
る
も
の
、
特
定
の
氏
族
へ
の
優
遇
策
な
ど
と
み
な
さ
れ
て
き
た

（
（4
（

。
令
制

下
の
氏
女
・
采
女
の
配
属
先
は
、
後
宮
十
二
司
の
ほ
か
、
太
上
天
皇
、
嬪
以
上
の
キ

サ
キ
、
東
宮
、
親
王
・
内
親
王
・
二
世
王
・
女
王
が
あ
り
、
二
世
王
・
女
王
ま
で
は

乳
母
が
配
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
内
舎
人
・
大
舎
人
・
帳
内
・
資
人
な
ど
、
ど
こ
に

配
属
さ
れ
て
も
法
の
原
則
的
な
規
定
で
は
考
課
の
対
象
と
な
っ
た
男
性
官
人
と
異
な

り
、
女
性
は
、
配
属
先
や
職
位
に
よ
っ
て
は
考
課
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
親

王
・
内
親
王
・
二
世
王
・
女
王
の
乳
母
は
考
課
の
対
象
だ
が
、
同
じ
主
に
仕
え
て
も
、

乳
母
で
は
な
く
女
官
（
令
制
用
語
で
は
女
竪
）
と
し
て
の
配
属
で
あ
れ
ば
考
課
の
対

象
外
で
あ
る
（
後
宮
職
員
令
17
親
王
及
子
乳
母
条
）。
女
官
は
ポ
ス
ト
が
少
な
い
上

に
官
位
相
当
制
か
ら
も
除
外
さ
れ
た
た
め
、
異
動
の
機
会
は
ま
れ
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
分
、
主
と
女
官
の
む
す
び
つ
き
は
強
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
、

八
世
紀
の
王
権
の
側
か
ら
は
問
題
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
文
武
天
皇

の
死
後
、
皇
位
は
、
元
明
―
元
正
―
聖
武
―
孝
謙
―
淳
仁
―
称
徳
―
光
仁
―
桓
武
と

継
承
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
即
位
前
に
妃
嬪
以
上
で
あ
っ
た
の
は
皇
太
妃
宮
職
を

置
か
れ
た
元
明
だ
け
で
あ
り
、
皇
太
妃
時
代
に
仕
え
た
女
官
（
令
制
用
語
で
は
「
嬪

以
上
女
竪
」）
は
、
そ
の
間
、
考
課
の
対
象
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
聖
武
と
孝
謙
は
そ

れ
ぞ
れ
十
年
、
十
一
年
の
皇
太
子
在
位
期
間
を
経
て
お
り
、
そ
の
間
に
仕
え
た
女
官

（
令
制
用
語
で
は「
東
宮
宮
人
」）も
考
課
対
象
で
あ
っ
た（
後
宮
職
員
令
15
縫
司
条
）。

一
方
で
、
氷
高
内
親
王
時
代
の
元
正
天
皇
に
仕
え
た
女
官
は
、
考
課
の
対
象
外
の
ま

ま
、
主
の
即
位
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
短
期
間
の
皇
太
子
在
位
を
経

て
即
位
し
た
淳
仁
・
光
仁
に
二
世
王
時
代
の
女
竪
と
し
て
配
属
さ
れ
た
女
性
た
ち
も

同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
が
皇
位
に
の
ぼ
っ
た
と
き
、
長
年
に
渉
っ
て
仕
え
た
女

官
た
ち
に
は
、
無
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
女
性
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
課
か
ら
除
外
さ
れ
た
女
竪
が
、
主
の
身
位
の
変
化
や

配
置
替
え
な
ど
に
よ
っ
て
考
課
対
象
と
な
り
、
無
位
か
ら
五
位
に
直
叙
さ
れ
た
こ
と

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
は
、
無
位
女
性
五
人

が
五
位
に
直
叙
さ
れ
た
が
、
前
年
に
は
阿
倍
内
親
王
の
立
太
子
が
あ
り
、
皇
太
子
阿

倍
を
支
え
る
た
め
に
、
そ
の
側
近
で
あ
る
女
性
が
一
気
に
五
位
の
位
階
を
得
た
可
能

性
が
否
定
で
き
な
い
。
次
節
で
検
討
す
る
が
、
王
権
の
意
図
を
官
人
機
構
に
徹
底
さ

せ
る
場
と
し
て
の
儀
式
に
参
列
す
る
た
め
に
は
、
五
位
以
上
の
位
階
を
帯
び
る
こ
と

が
条
件
に
な
っ
て
く
る
と
、
天
皇
の
側
近
女
性
を
五
位
に
叙
す
必
要
が
生
ま
れ
て
く

る
。
こ
の
意
味
で
、
五
位
直
叙
は
王
権
の
側
の
必
要
か
ら
実
施
さ
れ
た
と
い
え
る
の

で
あ
る
。
女
官
は
、
男
性
と
異
な
り
、
官
位
相
当
制
の
枠
外
に
お
か
れ
、
蔭
位
制
も

摘
要
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
逆
に
、
初
叙
に
あ
た
っ
て
は
男
官
が
受
け
る
規
制
の

対
象
外
と
な
り
、
直
叙
と
い
う
仕
組
み
を
う
む
誘
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る

（
（4
（

。
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議
論
を
【
史
料
22
】（『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
七
月
乙
巳
条
）
に
戻
そ
う
。
正
倉

院
文
書
や
『
続
日
本
紀
』『
万
葉
集
』
に
は
、
後
宮
十
二
司
の
職
事
と
は
確
定
で
き

な
い
内
命
婦
が
み
え
る
。
県
犬
養
八
重
、
石
川
邑
婆
（
大
伴
坂
上
郎
女
の
母
）
ら
で

あ
る
。
県
犬
養
八
重
は
光
明
皇
后
に
、
石
川
邑
婆
は
元
正
太
上
天
皇
に
仕
え
た
女
性

で
あ
る
。
彼
女
ら
後
宮
十
二
司
の
職
事
ポ
ス
ト
を
確
認
で
き
な
い
内
命
婦
の
な
か
に

は
、
太
上
天
皇
や
三
后
、
皇
太
子
に
仕
え
て
五
位
以
上
に
昇
っ
た
女
性
が
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
高
い

（
（5
（

。
和
銅
元
年
の
時
点
で
は
、
太
上
天
皇
、
三
后
、
皇
太
子
は
不

在
で
あ
る
た
め
、
無
官
の
内
命
婦
は
少
数
だ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
も
、
和
銅
元
年
七

月
乙
巳
の
日
の
「
召
」
は
、
議
政
官
、
男
官
五
位
以
上
職
事
官
と
同
様
に
、
現
任
の

女
性
の
「
官
」
が
対
象
と
な
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
蓋
然
性
が
高
い
。
傍
線
⒜
⒝
の

男
官
が
「
召
」
を
受
け
勅
を
聞
き
、
⒜
に
授
位
、
⒝
に
賜
禄
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

女
官
（
後
宮
十
二
司
職
事
）
も
「
召
」
が
あ
っ
た
う
え
で
賜
禄
に
与
っ
た
と
判
断
し

た
い
。

（
四
）
五
位
の
内
命
婦
と
朝
儀

　

と
こ
ろ
が
、
八
世
紀
も
天
平
期
に
入
る
と
、
女
性
に
と
っ
て
、
後
宮
十
二
司
の
職

事
と
い
う
地
位
よ
り
も
、「
五
位
」
以
上
で
あ
る
か
ど
う
か
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、『
続
日
本
紀
』
か
ら
う
か
が
え
る
。

【
史
料
23
】『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
八
月
壬
午
条

壬
午
、
⒜
喚
―二

入
五
位
及
諸
長
官
干
内
裡
一
。
而
知
太
政
官
事
一
品
舎
人
親
王
宣

レ
勅
曰
、
天
皇
大
命〈
良
麻
止
〉親
王
等
、
又
汝
王
臣
等
語
賜〈
幣
止
〉勅〈
久
〉、

皇
朕
高
御
座
〈
尓
〉
坐
初
〈
由
利
〉
今
年
〈
尓
〉
至
〈
麻
氐
〉
六
年
〈
尓
〉

成
〈
奴
〉。
此
〈
乃
〉
間
〈
尓
〉
天
〈
都
〉
位
〈
尓
〉
嗣
坐
〈
倍
伎
〉
次
〈
止
〉

為
〈
氐
〉
皇
太
子
侍
〈
豆
〉。
由
是
其
婆
婆
〈
止
〉
在
〈
湏
〉
藤
原
夫
人
〈
乎
〉

皇
后
〈
止
〉
定
賜
。
加
久
定
賜
者
、
皇
朕
御
身
〈
毛
〉
年
月
積
〈
奴
〉、
天
下

君
坐
而
年
緒
長
〈
久
〉
皇
后
不
坐
事
〈
母
〉、
一
〈
豆
乃
〉
善
有
〈
良
努
〉
行
〈
尓
〉

在
。
又
於
天
下
政
置
而
、
独
知
〈
倍
伎
〉
物
不
有
。
必
〈
母
〉
斯
理
幣
能
政

有
〈
倍
之
〉。
此
者
事
立
〈
尓
〉
不
有
。
天
〈
尓
〉
日
月
在
如
、
地
〈
尓
〉
山

川
在
如
、
並
坐
而
可
有
〈
止
〉
言
事
者
、
汝
等
王
臣
等
明
見
所
知
在
。（
中
略
）

⒝
賜
二
親
王
絁
三
百
疋
、
大
納
言
二
百
疋
、
中
納
言
一
百
疋
、
三
位
八
十
疋
、

四
位
卅
疋
、
五
位
廿
疋
、
六
位
五
疋
、
内
親
王
一
百
匹
、
内
命
婦
三
位
六
十
疋
、

四
位
一
十
五
疋
、
五
位
一
十
疋
一
。

　
【
史
料
23
】
は
、
天
平
元
年
（
七
二
九
）
に
藤
原
夫
人
（
光
明
皇
后
）
の
立
后
を

宣
布
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
（
破
線
部
）。
内
裏
に
五
位
と
諸
長
官
を
喚
し
入
れ
（
傍

線
⒜
）、
舎
人
親
王
に
立
后
の
宣
命
を
の
ら
せ
た
あ
と
、
親
王
以
下
六
位
ま
で
の
男

性
と
、
内
親
王
以
下
五
位
ま
で
の
女
性
に
絁
を
授
け
た
（
傍
線
⒝
）。
諸
長
官
は
、

相
当
位
階
で
は
、
六
位
以
上
（
防
人
正
と
家
令
の
一
部
は
七
位
官
）
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
冒
頭
の
「
五
位
以
上
及
諸
長
官
」
と
は
六
位
以
上
の
官
人
で
構
成
さ
れ
る
集
団

で
あ
り
、
記
事
末
の
男
官
六
位
以
上
へ
の
賜
禄
と
対
応
す
る
。

　

一
方
、
女
性
は
、
内
親
王
以
下
、
五
位
以
上
に
賜
禄
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
賜
禄
か

ら
、
内
親
王
以
下
、
五
位
以
上
女
性
が
内
裏
に
喚
し
入
れ
ら
れ
、
立
后
宣
命
を
聞

い
た
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
六
位
以
下
の
後
宮
諸
司
長
官

（
（5
（

の
召
喚
は
不
明
で
あ

る
。
こ
の
日
の
男
女
の
召
喚
が
均
等
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
は
残
る
が
、
五
位
以
上

に
関
し
て
は
女
性
も
喚
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
【
史
料
22
】【
史
料
23
】
の
検
討
か
ら
、
朝
儀
へ
の
参
会
に
あ
た
っ
て
は
、
女
性
の

場
合
、男
官
以
上
に
「
五
位
」
と
い
う
位
階
が
意
味
を
帯
び
る
と
推
定
さ
れ
る
。【
史

料
22
】
は
、
八
世
紀
初
頭
の
時
点
で
は
、
後
宮
十
二
司
職
事
は
六
位
以
下
で
あ
っ
て

も
朝
儀
の
空
間
に
呼
び
集
め
ら
れ
、天
皇
の
意
志
を
直
接
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。

一
方
で
【
史
料
23
】
は
、
重
要
な
朝
儀
へ
の
参
加
資
格
が
、
女
性
に
つ
い
て
は
五
位

以
上
（
内
命
婦
）
と
さ
れ
て
い
く
可
能
性
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

五
位
と
い
う
位
階
が
、
わ
が
国
の
行
政
シ
ス
テ
ム
と
官
僚
制
度
の
な
か
で
特
別
な

意
義
を
有
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

（
（5
（

。
と
く
に
政
務
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運
営
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
五
位
以
上
の
官
人
が
六
位
以
下
を
指
揮
し
て
行
う
と
す

る
の
が
通
説
で
あ
り
、
官
司
の
長
官
か
次
官
か
な
ど
よ
り
、
五
位
以
上
で
あ
る
こ
と

が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
（5
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
衣
服
令
の
内
命
婦
規
定
の
意

義
が
明
確
に
な
る
。
ポ
ス
ト
が
限
ら
れ
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
、
無
官
（
散
事
）
で

あ
っ
て
も
五
位
を
帯
び
る
と
い
う
こ
と
は
、
朝
儀
に
列
す
る
資
格
を
得
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
る
。

　

石
母
田
正
氏
は
、
前
近
代
国
家
に
お
け
る
君
主
と
臣
下
の
関
係
に
つ
い
て
、
①
機

構
・
制
度
を
媒
介
と
す
る
結
合
、
②
人
格
的
、
身
分
的
従
属
関
係
―
―
と
い
う
二
重

の
形
態
を
あ
げ
、
一
方
は
他
方
に
代
位
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
位
階
を

媒
介
と
し
た
王
権
に
対
す
る
忠
誠
関
係
・
人
格
的
服
従
関
係
を
重
視
し
た

（
（5
（

。
こ
の
位

階
を
媒
介
と
し
た
人
格
的
関
係
を
、
国
家
意
志
達
成
の
推
進
力
に
す
る
一
つ
の
方
法

が
、
五
位
以
上
を
召
喚
し
て
の
天
皇
の
意
志
通
達
、
及
び
国
家
意
志
形
成
の
た
め
の

空
間
で
あ
る
朝
儀
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
た
い
。

　
『
続
日
本
紀
』
に
は
、
女
官
が
無
位
か
ら
一
気
に
五
位
を
与
え
ら
れ
る
直
叙
が
し

ば
し
ば
み
ら
れ
、
そ
れ
は
天
皇
の
恣
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
政
治

史
の
観
点
か
ら
は
、
近
侍
す
る
中
心
的
な
女
官
に
朝
儀
に
行
立
し
得
る
資
格
を
与
え

る
王
権
側
の
動
機
と
し
て
直
叙
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（
（5
（

。

❸
『
日
本
書
紀
』
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

　

― 

政
治
空
間
に
お
け
る
女
性
の
存
在
を
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
か

（
一
） 『
日
本
書
紀
』
の
男
女
の
書
き
分
け
に
つ
い
て

　
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
「
其
会
同
坐
起
父
子
男
女
無
レ
別
」
と
あ
り
、
三
世
紀
の
倭

で
は
年
齢
・
男
女
の
別
な
く
会
集
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
で
は
、
卑
弥
呼
以
後
持

統
天
皇
ま
で
の
四
百
年
余
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
群
臣
に
よ
る
大
王
へ
の
即
位
要
請
や
、
殯
、
宴
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
に
死
去
し
た
天
武
天
皇
の
殯
宮
は
飛
鳥
浄

御
原
宮
の
南
庭
に
築
か
れ（『
日
本
書
紀
』朱
鳥
元
年
九
月
戊
申
条
）、「
壬
生
事
」「
諸

王
事
」「
宮
内
事
」「
左
右
大
舎
人
事
」「
左
右
兵
衛
事
」
と
い
う
天
武
・
王
族
の
身

辺
に
深
く
関
わ
る
諸
職
務
の
誄
と
は
独
立
し
て
、
采
女
朝
臣
竺
羅
が
「
内
命
婦
事
」

を
誄
し
、「
膳
職
事
」
の
誄
が
続
い
た
（『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
九
月
甲
子
条
）。

殯
に
は
、
官
人
た
ち
の
ほ
か
、
僧
と
と
も
に
尼
（『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
九
月
甲

子
条
ほ
か
）、
膳
部
と
と
も
に
采
女
が
参
会
し
た
（『
日
本
書
紀
』
持
統
元
年
正
月
丙

寅
朔
条
）。
令
制
の
内
命
婦
に
匹
敵
す
る
有
力
豪
族
女
性
か
ら
采
女
に
至
る
ま
で
、

女
性
が
参
集
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
古
代
で
は
、
前
大
王
の
殯
期
間
は
王

位
継
承
を
め
ぐ
る
争
い
が
し
ば
し
ば
起
き

（
（5
（

、
殯
儀
礼
自
体
が
、
諸
氏
族
と
大
王
の
結

び
つ
き
を
明
ら
か
に
す
る
政
治
の
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仁
徳
天
皇
四
十
年
是
歳
条

に
は
、
新
嘗
会
へ
の
「
内
外
命
婦
」
の
参
会
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
嘗
も
、
令
制

下
の
も
の
と
同
一
で
は
な
い
が
、
氏
の
人
々
が
会
す
る
マ
ツ
リ
ゴ
ト
の
場
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
数
少
な
い
事
例
を
み
て
も
、
朝
廷
儀
礼
へ
の
女
性
の
参
会
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

か
つ
て
は
、『
日
本
書
紀
』
に
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
、「
ヒ
メ
」「
メ
」
を

付
さ
れ
女
性
で
あ
る
こ
と
を
明
記
さ
れ
て
い
る
人
物
を
の
ぞ
い
て
は
、
性
別
を
精
査

す
る
こ
と
な
く
、
男
性
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
列
島
各
地
で
人
々
を
ひ
き
い
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
抽
出
さ

れ
、

”性
別
不
明
の
人
物
は
男
性
“
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
判
断
は
見
直
し
を
迫
ら
れ

て
い
る

（
（5
（

。
今
日
で
は
、
名
前
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
記
号
が
付
さ
れ
る
の
は
、
七
世
紀
末
の

造
籍
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。
兵
士
差
発
・
課
役
の
基
本
台
帳
で
あ

る
戸
籍
は
、
男
女
の
書
き
分
け
が
必
須
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

七
世
紀
末
～
八
世
紀
の
木
簡
で
は
、
天
武
皇
女
で
あ
る
大
伯
皇
女
の
家
政
機
関
を

「
大
伯
皇
子
宮
」（
飛
鳥
池
遺
跡
）
と
し
、
二
世
王
で
あ
る
山
形
女
王
を
「
山
形
王
子
」

（
長
屋
王
邸
跡
）
と
記
し
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
代
史
料
の
読
解

に
お
い
て
は
、
名
だ
け
で
は
男
女
別
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
局
面
が
多
い
の
で

あ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
記
事
中
に
も
、
男
女
の
性
別
を
厳
格
に
区
別
し
な
い
記
述
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が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
そ
の
一
例
を
み
て
お
き
た
い
。

【
史
料
24
】『
日
本
書
紀
』
皇
極
三
年
十
一
月
条

冬
十
一
月
、
蘇
我
大
臣
蝦
夷
・
児
入
鹿
臣
、
双
二
起
家
於
甘
檮
岡
一
。
呼
二
大

臣
家
一
、
曰
二
上
宮
門
一
。
入
鹿
家
、
曰
二
谷
宮
門
一
。〈
谷
、
此
云
二
波
佐
麻
一
。
〉

呼
二
男
女
一
曰
二
王
子
一
。
家
外
作
二
城
柵
一
、
門
傍
作
二
兵
庫
一
。
毎
レ
門
、
置
二
盛

レ
水
舟
一
、
木
鉤
数
十
一
、
以
備
二
火
災
一
。
恆
使
二
力
人
持
レ
兵
守
一レ
家
。
大
臣

使
下
長
直
於
二
大
丹
穂
山
一
、
造
中
桙
削
寺
上
。
更
起
二
家
於
畝
傍
山
東
一
。
穿
レ
池

為
レ
城
。
起
レ
庫
儲
レ
箭
。
恆
将
二
五
十
兵
士
レ
、
繞
レ
身
出
入
。
名
二
健
人
一
曰
二

東
方
儐
従
者
一
。
氏
々
人
等
、
入
侍
二
其
門
一
。
名
曰
二
祖
子
孺
者
一
。
漢
直
等
、

全
侍
二
二
門
一
。

　
【
史
料
24
】
は
、
乙
巳
の
変
（
六
四
五
年
）
前
年
に
置
か
れ
た
『
日
本
書
紀
』
記

事
で
あ
り
、
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
父
子
が
犯
し
た
と
い
う
王
権
へ
の
侵
害
行
為
を
列
挙

し
た
内
容
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
蝦
夷
た
ち
が
そ
の
男
女
を
「
王
子
（
ミ
コ
）」

と
呼
ん
だ
と
し
て
い
る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
（
傍
線
部
）。
男
子
で
あ
っ
て
も
女

子
で
あ
っ
て
も
「
王
子
」
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
表
記
は
ま
さ
に
、
七
～
八
世
紀
に
か
け
て
の
木
簡
に
み
え
る
「
大
迫
皇
子
宮
」「
山

形
王
子
」
と
い
う
記
載
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、「
皇
子
」「
王
子
」
と
書
い
た
と
き

に
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
男
子
だ
け
を
意
味
し
な
い
と
い
う
古
代
社
会
の
認
識
を
裏
打

ち
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
王
族
男
女
の
称
号
区
分
に
象
徴
さ
れ
る
『
日
本
書

紀
』の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ル
ー
ル
の
ほ
こ
ろ
び
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
記
載
か
ら
は
、

『
日
本
書
紀
』
の
他
の
箇
所
に
「
皇
子
」
た
ち
と
い
う
語
が
み
え
る
場
合
に
は
、
そ

こ
に
女
性
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）『
日
本
書
紀
』
の
「
集
侍
」
す
る
伴
造
・
国
造
に
つ
い
て

　
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
（
六
四
六
）
三
月
甲
子
条
に
、
東
国
国
司
へ
の
詔
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
「
詔
二
東
国
々
司
等
一
曰
、
集
侍
群
卿
大
夫
及
臣
連

国
造
伴
造
、
并
諸
百
姓
等
、
咸
可
レ
聴
之
。」
と
あ
る
。
傍
線
部
分
の
人
々
が
、
朝

庭
に
「
集
侍
」
し
詔
を
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
の
「
百
姓
」
は
、
上
京
中

の
人
々
で
あ
り
、
そ
こ
に
ま
で
詔
が
宣
布
さ
れ
た
と
い
う

（
（5
（

。『
続
日
本
紀
』
に
は
、

元
明
天
皇
の
即
位
に
あ
た
っ
て
、
大
嘗
祭
に
供
奉
す
る
た
め
に
入
京
し
た
遠
江
・
但

馬
の
男
女
一
千
八
百
五
十
四
人
に
叙
位
賜
禄
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
（『
続
日
本

紀
』
和
銅
元
年
〔
七
〇
八
〕
十
一
月
乙
酉
条
）。
大
嘗
祭
の
悠
紀
・
主
基
を
つ
と
め

た
国
郡
の
男
女
が
大
挙
し
て
入
京
し
授
位
賜
禄
に
与
っ
た
と
い
う
記
録
か
ら
考
え

る
と
、
東
国
国
司
へ
の
詔
を
聞
い
た
百
姓
に
女
性
が
含
ま
れ
て
い
た
と
み
て
大
過
は

な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
詔
宣
布
の
当
日
、
百
姓
の
ほ
か
に
、
女
性
は
「
集
侍
」
し
た

の
だ
ろ
う
か
。「
群
卿
大
夫
及
臣
連
国
造
伴
造
」
に
女
性
は
含
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
群
卿
大
夫
に
つ
い
て
検
討
す
る
史
料
は
寡
聞
に
し
て
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、伴
造
と
国
造
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
記
述
が
記
紀
に
み
え
る
の
で
、

考
え
て
み
た
い
。

① 

伴
造
の
祖

▼
鏡
作

【
史
料
25
】『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
七
段
一
書
第
三
（
抜
粋
）

至
三
於
日
神
、
閉
二
居
于
天
石
窟
一
也
、
諸
神
遣
二
中
臣
連
遠
祖
興
台
産
霊
兒
天

兒
屋
命
一
、
而
使
レ
祈
焉
。
於
是
、
天
兒
屋
命
、
掘
二
天
香
山
之
眞
坂
木
一
、
而

上
枝
縣
二
以
鏡
作
遠
祖
天
拔
戸
兒
石
凝
戸
邊
所
作
八
咫
鏡
一
、
中
枝
懸
二
以
玉
作

遠
祖
伊
弉
諾
尊
兒
天
明
玉
所
作
八
坂
瓊
之
曲
玉
一
、
下
枝
懸
二
以
粟
国
忌
部
遠

祖
天
日
鷲
所
作
木
綿
一
、
乃
使
二
忌
部
首
遠
祖
太
玉
命
執
取
、
而
広
厚
称
辞
祈

啓
一
矣
。

【
史
料
26
】『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
一
書
第
一
（
抜
粋
）

故
天
照
大
神
、
乃
賜
二
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
、
八
坂
瓊
曲
玉
及
八
咫
鏡
・
草

薙
剣
、
三
種
宝
物
一
。
又
以
二
中
臣
上
祖
天
兒
屋
命
・
忌
部
上
祖
太
玉
命
・
猨
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女
上
祖
天
鈿
女
命
・
鏡
作
上
祖
石
凝
姥
命
・
玉
作
上
祖
玉
屋
命
、
凡
五
部
神
一
、

使
二
配
侍
一
焉
。

　
【
史
料
25
】
は
天
岩
屋
戸
神
話
、【
史
料
26
】
は
天
孫
降
臨
神
話
で
あ
る
。
そ
の
な

か
に
、
鏡
作
部
、
中
臣
、
玉
作
、
粟
国
忌
部
、
忌
部
首
、
猨
女
氏
ら
の
「
遠
祖
」「
上

祖
」
が
記
さ
れ
る
。
天
鈿
女
命
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
七
段
本
文
で
は
「
猨
女

君
遠
祖
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
【
史
料
25
】【
史
料
26
】
の
石
凝
戸
邊
・
石
凝
姥
（
い
ず
れ
も
傍
線
部
）
は
、
鏡
作

氏
の
祖
と
し
て
、『
斎
部
氏
家
牒
』（
十
三
世
紀
初
頭
ま
で
に
成
立
）
で
系
譜
が
詳
述

さ
れ
て
い
る

（
（6
（

。『
古
事
記
』神
代
記
で
は「
伊
斯
許
理
度
売
命
者〈
作
レ
鏡
連
等
之
祖
〉」

と
さ
れ
る
。「
石
凝
」「
伊
斯
許
理
」（
イ
シ
コ
リ
）
が
語
幹
だ
が
、
個
別
人
名
で
は
な

く
、
石
を
切
る
、
の
意
で
、
そ
こ
に
敬
称
で
あ
る
「
戸
邊
」「
姥
」「
度
売
」（
ト
ベ
・

ト
メ
）
が
付
さ
れ
た
。
女
性
の
冶
工
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
こ
の
呼
び
名
は
、

鏡
製
作
を
行
う
女
性
を
擁
し
た
鍛
冶
集
団
の
存
在
を
示
す
と
い
う

（
（6
（

。
鏡
作
氏
は
、
鏡

作
部
を
率
い
、
鏡
の
製
作
を
管
掌
し
た
伴
造
氏
族
で
あ
り
、
天
武
十
二
年
（
六
八
三
）

に
連
を
賜
姓
さ
れ
た
十
四
氏
の
一
つ
で
あ
る
（『
日
本
書
紀
』
天
武
十
二
年
十
月
己

未
条
）。
石
凝
姥
は
、
の
ち
に
鏡
作
氏
と
な
る
伴
造
氏
族
の
上
祖
と
し
て
記
紀
に
記

録
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
伴
造
氏
族
で
あ
る
鏡
作
氏
は
、
自
身
の
上
祖
に
女
性
人
格
を

置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
伴
部
を
率
い
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
な
か
に
、
女

性
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
一
例
で
あ
る
。

　
　▼

衣
縫

【
史
料
27
】『
日
本
書
紀
』
応
神
十
四
年
二
月
条

十
四
年
春
二
月
、
百
済
王
貢

（
（6
（

二
縫
衣
工
女
一
。
曰
二
真
毛
津
一
。
是
今
来
目
衣
縫

之
始
祖
也
。

　　

応
神
紀
に
は
、
秦
氏
の
祖
・
弓
月
君
、
阿
直
伎
史
の
祖
・
阿
直
伎
、
書
首
ら
の
始

祖
・
王
仁
、
倭
漢
直
の
祖
・
阿
知
使
主
な
ど
の
渡
来
記
事
が
目
立
つ
。
こ
の
時
期
に
、

百
済
か
ら
衣
縫
工
女
も
渡
来
、
定
住
し
来
目
衣
縫
の
始
祖
と
な
っ
た
と
い
う
伝
承
を

残
し
た

（
（6
（

。
さ
ら
に
、
応
神
紀
・
雄
略
紀
に
は
、
機
織
・
縫
製
技
術
を
も
つ
女
性
の
大

陸
か
ら
の
渡
来
伝
承
が
み
え
る
が
、
そ
れ
が
女
性
工
人
の
渡
来
に
か
か
わ
る
単
独
の

伝
承
で
は
な
く
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
も
登
載
さ
れ
た
氏
族
の
祖
の
奉
事
と
の
関
わ

り
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
重
視
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
。

【
史
料
28
】『
日
本
書
紀
』
応
神
三
十
七
年
二
月
戊
午
朔
条

三
十
七
年
春
二
月
戊
午
朔
、
遣
二
阿
知
使
主
・
都
加
使
主
於
呉
一
、
令
レ
求
二
縫

工
女
一
。
爰
阿
知
使
主
等
、
渡
二
高
麗
国
一
、
欲
レ
達
二
于
呉
一
。
則
至
二
高
麗
一
、

更
不
レ
知
二
道
路
一
。乞
二
知
レ
道
者
於
高
麗
一
。高
麗
王
乃
副
二
久
礼
波
・
久
礼
志
、

二
人
一
、
為
二
導
者
一
。
由
レ
是
、
得
レ
通
レ
呉
。
呉
王
、
於
是
、
與
二
工
女
兄
媛
・

弟
媛
、
呉
織
、
穴
織
、
四
婦
女
一
。

【
史
料
29
】『
日
本
書
紀
』
応
神
四
十
一
年
二
月
是
月
条

是
月
、
阿
知
使
主
等
、
自
レ
呉
至
二
筑
紫
一
。
時
胸
形
大
神
、
有
レ
乞
二
工
女
等
一
。

故
以
二
兄
媛
一
奉
二
於
胸
形
大
神
一
。
是
則
今
在
二
筑
紫
国
一
、
御
使
君
之
祖
也
。

既
而
率
二
其
三
婦
女
一
、
以
至

二
津
国
一
、
及
于
二
武
庫
一
、
而
天
皇
崩
之
。
不
レ
及
。

即
献
二
于
大
鷦
鷯
尊
一
。
是
女
人
等
之
後
、
今
呉
衣
縫
・
蚊
屋
衣
縫
是
也
。

　
【
史
料
28
】
は
、
応
神
紀
に
渡
来
伝
承
を
記
さ
れ
た
阿
知
使
主
ら
が
、
縫
工
女
を

も
と
め
て
朝
鮮
半
島
を
経
て
中
国
江
南
の
呉
に
到
り
、
呉
王
か
ら
縫
製
と
機
織
の
技

術
を
も
つ
四
人
の
工
女
を
与
え
ら
れ
て
帰
国
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。【
史
料
29
】

は
、
応
神
三
十
七
年
の
記
事
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
氏
族
伝
承
で
あ
る
。
応
神
の
求
め

に
応
じ
来
朝
し
た
四
人
の
工
女
の
う
ち
、
兄
媛
は
胸
形
大
神
に
仕
え
「
御
使
君
之

祖
」
と
な
り
、
他
の
三
人
は
大
鷦
鷯
尊
に
献
じ
ら
れ
、
そ
の
後
裔
が
「
今
呉
衣
縫
・

蚊
屋
衣
縫
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
特
別
な
技
能
を
有
し
て
渡
来
し
た
人
物

が
、「
御
使
君
」「
今
呉
衣
縫
・
蚊
屋
衣
縫
」
の
祖
と
し
て
記
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

渡
来
→
氏
・
部
の
祖
と
い
う
あ
り
方
は
、
王
仁
を
祖
と
す
る
書
首
に
み
ら
れ
る
よ
う
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に
、
渡
来
系
氏
族
伝
承
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

【
史
料
30
】『
日
本
書
紀
』
雄
略
十
四
年
正
月
戊
寅
条

十
四
年
春
正
月
丙
寅
朔
戊
寅
、
身
狭
村
主
青
等
、
共
二
呉
国
使
一
、
将
二
呉
所
献

手
末
才
伎
、
漢
織
・
呉
織
及
衣
縫
兄
媛
・
弟
媛
等
一
、
泊
二
於
住
吉
津
一
。

【
史
料
31
】『
日
本
書
紀
』
雄
略
十
四
年
三
月
条

三
月
、
命
二
臣
連
一
迎
二
呉
使
一
。
即
安
二
置
呉
人
於
檜
隈
野
一
。
因
名
二
呉
原
一
。

以
二
衣
縫
兄
媛
一
、
奉
二
大
三
輪
神
一
。
以
二
弟
媛
一
為
二
漢
衣
縫
部
一
也
。
漢
織
・

呉
織
衣
縫
、
是
飛
鳥
衣
縫
部
・
伊
勢
衣
縫
之
先
也
。

　
【
史
料
30
】【
史
料
31
】は
、
呉
へ
の
遣
使
・
身
狭
村
主
青
等
が
、呉
国
使
と
と
も
に
、

呉
が
献
じ
た
手
末
才
伎
、
漢
織
・
呉
織
と
衣
縫
兄
媛
・
弟
媛
等
を
連
れ
て
帰
還
し
た

と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
応
神
紀
の
阿
知
使
主
は
、「
倭
漢
直
祖
阿
知
使
主
、
其
子
都

加
使
主
、
並
率
二
己
之
党
類
十
七
県
一
、
而
来
帰
焉
。」（『
日
本
書
紀
』
応
神
二
十
年

九
月
条
）
と
い
う
伝
承
を
記
さ
れ
、
倭
漢
氏
に
よ
っ
て
漢
の
出
自
を
標
榜
さ
れ
た
。

一
方
、
身
狭
村
主
青
は
、
雄
略
紀
の
史
戸
設
置
伝
承
の
な
か
に
「
史
部
身
狭
村
主
青
」

（『
日
本
書
紀
』
雄
略
二
年
十
月
是
月
条
）
と
あ
る
の
が
『
日
本
書
紀
』
初
見
で
、
渡

来
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
諸
蕃
下
牟
佐
村
主
条

で
は
「
牟
佐
村
主
。
出
レ
自
二
呉
孫
権
男
高
一
也
。」
と
さ
れ
て
お
り
、
阿
知
使
主
と

は
出
自
が
異
な
る
。
し
か
し
、
坂
上
系
図
所
引
『
新
撰
姓
氏
録
』
逸
文
で
は
、
仁
徳

朝
に
阿
知
使
主
の
奏
言
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
諸
国
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
村
主
三
十

氏
の
な
か
に
牟
佐
村
主
が
含
ま
れ
て
い
る
。
呉
か
ら
の
工
女
渡
来
記
事
が
応
神
紀
・

雄
略
紀
で
酷
似
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
阿
知
使
主
を
祖
と
す
る
倭
漢
氏
が
身
狭
村

主
の
伝
承
を
自
ら
の
祖
先
伝
承
に
組
み
入
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（6
（

。
と
は

い
え
、
工
女
の
後
裔
た
ち
の
部
名
は
細
部
で
異
同
が
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
に
採
録

さ
れ
た
原
史
料
の
違
い
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と

も
、
専
門
的
な
職
掌
で
王
権
に
奉
仕
し
た
渡
来
系
女
性
を
祖
に
い
た
だ
く
伝
承
が
、

複
数
の
氏
族
や
部
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

六
世
紀
後
半
築
造
と
さ
れ
る
栃
木
県
甲
塚
古
墳
か
ら
、
二
種
類
の
織
機
形
埴
輪
が

出
土
し
て
い
る
が
、
一
つ
は
弥
生
時
代
以
来
の
原
始
機
で
、
も
う
一
つ
は
当
時
は
希

少
な
技
術
で
あ
っ
た
地
機
だ
と
い
う

（
（6
（

。
だ
と
す
れ
ば
、
技
術
革
新
に
と
も
な
い
、
新

し
い
技
術
を
摂
取
す
る
た
め
に
一
度
な
ら
ず
工
女
の
渡
来
を
求
め
た
こ
と
も
あ
り
得

る
だ
ろ
う
。

　

応
神
紀
、
雄
略
紀
に
掲
載
さ
れ
た
渡
来
系
の
工
女
ら
は
、
氏
や
部
の
祖
と
し
て
伝

え
ら
れ
た
が
、
一
方
で
、
織
部
を
与
え
ら
れ
た
豪
族
女
性
の
伝
承
は
、
技
能
に
よ
っ

て
王
権
に
奉
仕
し
た
人
々
と
は
異
な
る
女
性
像
を
示
し
て
い
る
。

▼
織
部
を
賜
う

【
史
料
32
】『
日
本
書
紀
』
応
神
二
十
二
年
九
月
庚
寅
条　

庚
寅
、
亦
移
二
居
於
葉
田
〈
葉
田
、
此
云
二
簸
娜
一
。〉
葦
守
宮
一
。
時
御
友
別
参

赴
之
。
則
以
二
其
兄
弟
子
孫
一
為
二
膳
夫
一
而
奉
レ
饗
焉
。
天
皇
、
於
是
、
看
二
御

友
別
謹
惶
侍
奉
之
状
一
、
而
有
二
悦
情
一
。
因
以
割
二
吉
備
国
一
、
封
二
其
子
等
一

也
。
則
分
二
川
島
県
一
、
封
二
長
子
稲
速
別
一
。
是
下
道
臣
之
始
祖
也
。
次
以
二
上

道
県
一
、
封
二
中
子
仲
彦
一
。
是
上
道
臣
・
香
屋
臣
之
始
祖
也
。
次
以
二
三
野

県
一
、
封
二
弟
彦
一
。
是
三
野
臣
之
始
祖
也
。
復
以
二
波
区
芸
県
一
、
封
二
御
友
別

弟
鴨
別
一
。
是
笠
臣
之
始
祖
也
。
即
以
二
苑
県
一
、
封
二
兄
浦
凝
別
一
。
是
苑
臣
之

始
祖
也
。
即
以
二
織
部
一
、
賜
二
兄
媛
一
。
是
以
、
其
子
孫
、
於
今
在
二
于
吉
備

国
一
。
是
其
縁
也
。

　

右
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
吉
備
臣
の
祖
先
伝
承
で
あ
る
。
吉
備
国
の
五
県
に
御
友
別

の
兄
弟
と
子
を
封
じ
、
兄
媛
に
「
織
部
」
を
賜
う
（
傍
線
部
）
と
い
う
も
の
で
、
吉

備
氏
が
そ
の
地
方
を
支
配
す
る
正
当
性
を
王
権
と
の
関
係
で
記
し
て
い
る
。
記
事
の

成
り
立
ち
を
み
る
と
、
御
友
別
の
兄
弟
子
孫
等
は
県
名
＋
封
＋
人
名
で
あ
り
、
兄
媛
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は
部
名
＋
賜
＋
人
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
個
別
の
人
名
に
対
し
て
部
を

賜
う
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

【
史
料
33
】
景
行
五
十
三
年
十
月
条

冬
十
月
、
至
二
上
総
国
一
、
従
二
海
路
一
渡
二
淡
水
門
一
。（
中
略
）
於
是
、
膳
臣

遠
祖
名
磐
鹿
六
鴈
、
以
レ
蒲
為
二
手
繦
一
、
白
蛤
為
レ
膾
而
進
之
。
故
美
二
六
鴈
臣

之
功
一
、
而
賜
二
膳
大
伴
部
一
。

　

右
の
景
行
紀
は
、
景
行
天
皇
が
、
膳
臣
の
遠
祖
・
磐
鹿
六
鴈
に
対
し
、
白
蛤
を
膾

に
し
て
献
上
し
た
こ
と
へ
の
褒
賞
と
し
て
膳
大
伴
部
を
「
賜
」
わ
っ
た
と
す
る
。
こ

れ
は
、
膳
臣
が
伴
造
氏
族
と
し
て
膳
部
を
管
掌
す
る
由
来
を
述
べ
る
文
章
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
氏
族
の
祖
先
伝
承
に
部
民
の
賜
与
が
あ
る
場
合
、
子
孫
ら

が
そ
の
部
を
管
掌
す
る
由
来
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
正
当
性
を
主
張
し
た
も
の
だ
と

判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
兄
媛
に
織
部
を
「
賜
」
っ
た
と
は
、
織
部
を

管
掌
す
る
職
掌
を
兄
媛
に
与
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
織
部
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
織
成
を
職
務
と
す
る
技
能
を
も
っ
て
王
権
に
奉
仕
し
た
集
団
で
あ
り
、

令
制
下
に
も
そ
の
名
を
残
し
た
。
兄
媛
と
織
部
の
間
に
応
神
が
介
在
す
る
【
史
料

32
】
の
記
述
か
ら
は
、
兄
媛
に
対
す
る
織
部
の
隷
属
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
も
と
で

の
王
権
へ
の
奉
仕
が
求
め
ら
れ
た
と
観
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
に
は
、
織

部
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
管
掌
す
る
こ
と
で
王
権
に
仕
奉
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た

女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、伴
造
の
役
割
を
担
っ
た
女
性
像
で
あ
る
。

② 

国
造
の
祖

　

古
代
史
料
に
記
さ
れ
た
人
び
と
の
性
別
判
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
国
造
や
そ
の
祖
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
の
性
別
も
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
自
明
で
は
な

い
。
そ
の
な
か
で
、
女
性
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
例
が
存
在
す
る
の
で
、
検
討

し
て
お
き
た
い
。

【
史
料
34
】『
日
本
書
紀
』
神
武
即
位
前
紀
甲
寅
年
其
年
十
月
辛
酉
条

其
年
冬
十
月
丁
巳
朔
辛
酉
、
天
皇
親
帥
二
諸
皇
子
舟
師
一
東
征
。（
中
略
）
行

至
二
筑
紫
国
菟
狭
一
。〈
菟
狭
者
地
名
也
。
此
云
二
宇
佐
一
。〉
時
有
二
菟
狭
国
造

祖
一
。
号
曰
二
菟
狭
津
彦
・
菟
狭
津
媛
一
。
乃
於
二
菟
狭
川
上
一
、
造
二
一
柱
騰
宮
一

而
奉
レ
饗
焉
。〈
一
柱
騰
宮
、
此
云
二
阿
斯
毗
苔
徒
鞅
餓
離
能
宮
一
。〉
是
時
、
勅

以
二
菟
狭
津
媛
一
、
賜
二
妻
之
於
侍
臣
天
種
子
命
一
。
天
種
子
命
、
是
中
臣
氏
之

遠
祖
也
。

【
史
料
35
】『
古
事
記
』
神
武
段

神
倭
伊
波
礼
毗
古
命
（
中
略
）
即
自
二
日
向
一
発
、
幸
二
行
筑
紫
一
。
故
、
到
二
豊

国
宇
沙
一
之
時
、
其
土
人
、
名
宇
沙
都
比
古
・
宇
沙
都
比
売
〈
此
十
字
以
レ
音
〉

二
人
、
作
二
足
一
騰
宮
一
而
、
献
二
大
御
饗
一
。（
後
略
）

　
【
史
料
34
】
は
、
神
武
東
征
伝
承
の
挿
話
で
あ
る
。
神
武
が
菟
狭
（
宇
佐
）
に
到
っ

た
と
き
に
、
菟
狭
国
造
の
祖
で
あ
る
菟
狭
津
彦
と
菟
狭
津
媛
が
饗
を
奉
じ
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
名
の
基
幹
部
分
「
菟
狭
」
は
地
名
で
あ
り
、
そ
れ
に
「
彦
」（
ヒ
コ
）

と
「
媛
」（
ヒ
メ
）
と
い
う
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
敬
称
が
付
さ
れ
る
。「
津
」
は

格
助
詞
「
ツ
」
で
あ
る
。
菟
狭
津
彦
は
、
菟
狭
と
い
う
地
域
の
男
性
首
長
、
菟
狭
津

媛
は
、
女
性
首
長
を
意
味
す
る
。
菟
狭
津
媛
が
、
中
臣
氏
の
遠
祖
と
さ
れ
る
「
天
種

子
命
」
の
妻
と
な
っ
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
が
、
男
性
側
か
ら
す
る
と
、
中
臣
氏
が
、

菟
狭
国
造
祖
と
伝
え
ら
れ
る
女
性
人
格
を
祖
に
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
天
種
子
」
と
「
菟
狭
」
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
中
臣
氏
の
系
譜
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　
『
尊
卑
分
脈
』
中
臣
氏
の
項
は
、

天
児
屋
根
命
―
―
天
押
雲
命
―
―
天
多
祢
伎
祢
命
―
―
宇
佐
津
臣
命
―
―
大
御
食
津

臣
命
―
―
伊
賀
津
臣
命
―
―
梨
迹
臣
命
…
…
…
…
祭
官
御
食
子
…
…
…
…

と
系
譜
を
記
し
て
い
る
（
抜
粋
。
四
篇
八
一
～
八
二
頁
。「
…
…
…
…
」
は
略
の
意
。

以
下
同
）。



107

[古代の政治空間のなかの女性]……伊集院葉子

　

ま
た
、
藤
原
氏
系
図
は
、

天
児
屋
根
命
―
―
天
押
雲
命
―
―
天
多
祢
伎
命
―
―
宇
佐
津
臣
命
―
―
御
食
津
臣
命

―
―
伊
賀
津
臣
命
―
―
梨
迹
臣
命
…
…
…
…
御
食
子
卿
…
…
…
…

と
し
て
い
る
（
抜
粋
。
一
篇
二
二
～
二
八
頁
）。

　

右
の
系
譜
中
、「
天
多
祢
伎
祢
命
」「
天
多
祢
伎
命
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
「
天

種
子
命
」
で
あ
る
（
波
線
部
）。「
天
多
祢
伎
祢
命
」「
天
多
祢
伎
命
」
の
つ
ぎ
に
「
宇

佐
津
臣
命
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
天
種
子
と
菟
狭
津
媛
の
所
生
子
と
み
る
説
も
あ
る（

（6
（

が
、
古
代
系
譜
の
あ
り
方
か
ら
す
る
と
、
記
載
の
前
後
関
係
を
直
系
血
統
と
断
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
中
臣
氏
の
祖
先
伝
承
の
な
か
に
宇
佐
の
地
名
を

冠
し
た
首
長
が
あ
り
、
持
統
五
年
に
十
八
氏
に
墓
記
提
出
が
命
じ
ら
れ
た
と
き

（
（6
（

、
藤

原
氏
が
上
進
し
た
も
の
に
中
臣
祖
先
伝
承
が
記
さ
れ
、『
日
本
書
紀
』
に
反
映
さ
れ

た
と
み
て
お
き
た
い
。
な
お
、
溝
口
睦
子
氏
に
よ
る
と
、
系
譜
中
の
伊
賀
津
臣
、
梨

迹
臣
は
、
他
史
料
で
は
「
イ
カ
ツ
ミ
」「
ナ
シ
ト
ミ
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
が
確
認
で

き
、「
ミ
」
は
、
大
和
朝
廷
成
立
以
前
の
地
域
首
長
の
王
号
の
一
種
で
あ
り

（
（6
（

、
中
臣

氏
系
図
は
、
表
記
を
新
し
く
「
臣
」
で
統
一
し
た
も
の
だ
と
い
う

（
（6
（

。
と
す
る
と
、
宇

佐
津
臣
も
「
ウ
サ
ツ
ミ
」
と
読
む
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
藤
原
（
中
臣
）
氏

の
祖
先
伝
承
に
は
「
ミ
」
の
尊
称
を
付
さ
れ
た
首
長
た
ち
が
お
り
、
そ
の
な
か
に
宇

佐
の
首
長
ら
し
い
人
物
が
い
た
。
中
臣
氏
は
、
天
種
子
の
配
偶
関
係
を
通
し
て
宇
佐

国
造
と
繋
が
る
が
、
そ
の
国
造
は
自
身
の
祖
に
女
性
を
戴
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
国
造
の
「
祖
」
で
あ
る
こ
と
と
女
性
で
あ
る
こ
と
が
矛
盾
し
な
い
認
識
が
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。『
古
事
記
』（【
史
料
35
】）
に
も
宇
沙
都
比
古
・
宇

沙
都
比
売
の
御
饗
献
上
伝
承
は
記
さ
れ
て
お
り
、
宇
沙
都
彦
と
宇
沙
都
媛
を
宇
沙
の

「
土
人
」（
ク
ニ
ヒ
ト
）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
地
域
の
在
地
首
長
を
表
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
神
武
記
で
は
天
種
子
は
不
載
で
、
し
た
が
っ
て
宇

沙
都
比
売
と
の
婚
姻
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

国
造
と
女
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

【
史
料
36
】『
日
本
書
紀
』
崇
神
元
年
二
月
丙
寅
条　

二
月
辛
亥
朔
丙
寅
、
立
二
御
間
城
姫
一
為
二
皇
后
一
。（
中
略
）
又
妃
紀
伊
国
荒
河

戸
畔
女
遠
津
年
魚
眼
眼
妙
媛
、〈
一
云
、
大
海
宿
禰
女
八
坂
振
天
某
辺
。〉
生
二

豊
城
入
彦
命
・
豊
鍬
入
姫
命
一
。（
後
略
）

【
史
料
37
】『
古
事
記
』
崇
神
段
（
抜
粋
）　　

此
天
皇
、
娶
二
木
国
造
、名
荒
河
刀
弁
之
女〈
刀
弁
二
字
以
レ
音
〉遠
津
年
魚
目
ゝ

微
比
売
一
、
生
御
子
、
豊
木
入
日
子
命
。

　
【
史
料
36
】
は
、
崇
神
紀
の
帝
紀
部
分
の
抜
粋
で
、
キ
サ
キ
の
一
人
が
「
紀
伊
国

荒
河
戸
畔
女
遠
津
年
魚
眼
眼
妙
媛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』
で
は
「
木
国

造
、
名
荒
河
刀
弁
之
女
〈
刀
弁
二
字
以
レ
音
〉
遠
津
年
魚
目
ゝ
微
比
売
」（【
史
料
37
】）

と
記
さ
れ
る
。「
荒
河
戸
畔
」
＝
「
荒
河
刀
弁
」
で
あ
り
、
荒
河
は
地
名
、
戸
畔
（
刀

弁
）
は
敬
称
で
あ
る
。
そ
の
女
が
崇
神
と
婚
姻
し
た
と
い
う
。「
荒
河
戸
畔
（
刀
弁
）」

が
紀
伊
地
方
の
豪
族
で
あ
る
こ
と
、
国
造
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
を
有
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
戸
畔
（
刀
弁
）
＝
「
ト
ベ
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
、
女
性
へ
の
敬

称
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
一
方
で
男
性
と
み
る
異
説
が
存
在
す
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
六
月
丁
巳
条
に
、
神
武
に
誅
さ
れ
る

「
名
草
戸
畔
」
と
い
う
豪
族
が
み
え
る
。
そ
の
「
戸
畔
」
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
文

学
大
系
『
日
本
書
紀
』
は
、「
ト
ベ
の
ト
は
戸
、
ベ
は
メ
の
音
転
。
女
。
戸
女
の

意
。
戸
口
に
い
る
女
。
一
家
の
老
主
婦
の
意
で
あ
ろ
う
。
ト
ジ
が
戸
主
の
約
転
で

あ
る
の
と
似
た
意
味
の
語
」
と
し
た
（『
日
本
書
紀
』
上
、
一
九
四
頁
、
頭
注
二
。

一
九
六
七
年
刊
行
）。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
四
年
発
行
の
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日

本
書
紀
』
①
は
、「「
戸
畔
」
は
戸
の
辺
り
に
い
る
者
。
家
の
戸
、
大
き
く
は
一
地
域

の
出
入
口
の
監
督
者
の
こ
と
で
、
男
女
と
も
に
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
彦
姫
制
」
時
代

の
地
方
首
領
、地
名
＋
ト
ベ
（
ト
メ
）
と
称
し
た
も
の
。
ト
メ
は
必
ず
し
も
「
戸
女
」

を
意
味
し
な
い
。
こ
の
名
草
ト
ベ
も
性
別
不
詳
で
、
双
方
の
総
称
と
み
る
べ
き
で
あ
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る
」
と
し
た
（『
日
本
書
紀
』
①
、
二
〇
一
頁
、
頭
注
二
一
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
溝
口
睦
子
氏
は
、「
ト
メ
」「
ト
ベ
」
は
同
一
類
型
の
名
称
で
、
音

転
に
よ
っ
て
ト
メ
・
ト
ベ
の
両
型
が
で
き
た
と
し
、
①
ト
ベ
（
ト
メ
）
の
類
型
の
神
・

人
名
の
圧
倒
的
多
数
は
、
表
記
や
叙
述
内
容
か
ら
女
性
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る

こ
と
、
②
こ
の
類
型
の
神
・
人
名
中
に
、
男
性
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
例
は
な
い
こ

と
、
③
メ
（
甲
類
）
は
、
女
性
を
示
す
日
本
語
の
基
礎
的
語
彙
の
一
つ
で
あ
り
、
女

性
名
の
語
尾
に
広
範
囲
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
、
④
メ
（
甲
類
）
の
語
尾
を

も
つ
男
性
名
は
一
例
も
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
―
―
な
ど
を
示
し
て
、
ト
ベ
（
ト
メ
）

を
女
性
名
称
と
み
る
べ
き
だ
と
し
た
。
溝
口
氏
に
よ
る
と
、
地
名
に
付
さ
れ
た
ト
ベ

（
ト
メ
）
は
、
王
権
に
服
属
す
る
以
前
の
女
性
首
長
の
敬
称
だ
と
い
う

（
（7
（

。
溝
口
氏
の

指
摘
を
踏
ま
え
、
崇
神
紀
の
荒
河
戸
畔
は
女
性
で
あ
る
と
み
て
お
き
た
い
。
以
上
の

判
断
の
う
え
に
立
て
ば
、
崇
神
記
の
荒
河
刀
弁
も
女
性
で
あ
り
、
女
性
が
「
木
国
造
」

と
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
に
は
二
十
一
の
国
造
任
命
記
事
が
あ
り
、
五
人
が
女
性
で
あ
る

（
（7
（

。

采
女
と
し
て
出
身
し
た
尾
張
宿
禰
小
倉
（
天
平
十
九
年
三
月
戊
寅
条
）、
壬
生
禰
祢

少
家
主
、
美
濃
真
玉
虫
、
上
野
佐
位
朝
臣
老
刀
自
（
神
護
景
雲
二
年
六
月
戊
寅
条
）、

因
幡
国
造
浄
成
女
（
宝
亀
二
年
十
二
月
丙
寅
条
）
で
あ
る
。
令
制
下
の
国
造
は
、
神

祇
令
19
諸
国
条
と
選
叙
令
13
郡
司
条
に
規
定
が
あ
る
。
相
当
位
階
は
な
い
も
の
の
、

律
令
祭
祀
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
行
政
に
お
け
る
何
ら
か
の
役
割
を
期
待
さ
れ

て
い
た
存
在
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
二
官
八
省
の
職
事
官
か
ら
は

女
性
は
完
全
に
排
除
さ
れ
た
こ
と
と
異
な
り
、
国
造
に
は
任
命
さ
れ
得
た
と
い
う
こ

と
の
意
味
は
深
く
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
八
世
紀
に
女
性
へ
の
国
造
任
命
が
実
現

し
た
背
景
に
は
、令
制
以
前
の
女
性
国
造
の
存
在
と
記
憶
（
氏
の
祖
先
伝
承
）
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
続
日
本
紀
』
は
、
持
統
天
皇
か
ら
譲
り
を
受
け
た
文
武
天
皇
の
即
位
か
ら
書
き

起
こ
さ
れ
、
宣
命
第
一
詔
へ
と
続
く
（
文
武
元
年
八
月
甲
辰
条
）。
こ
の
宣
命
は
「
詔

曰
。
現
御
神
〈
止
〉
大
八
嶋
国
所
知
天
皇
大
命
〈
良
麻
止
〉
詔
大
命
〈
乎
〉、
集
侍

皇
子
等
王
等
百
官
人
等
、
天
下
公
民
、
諸
聞
食
〈
止
〉
詔
。」
と
し
、「
集
侍
」
し

た
皇
子
、
王
、
百
官
人
と
天
下
公
民
を
対
象
と
し
て
宣
布
さ
れ
た
。
皇
子
、
王
、
百

官
人
に
女
性
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
第
二
章
の
検
討
を
ふ
ま
え
、
確
認
で
き
る
だ
ろ

う
。
一
方
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
朝
廷
に
結
集
す
る
人
々
が
「
臣
連
伴
造
国
造
」

と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
そ
の
な
か
に
女
性
が
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
考

察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
臣
連
伴
造
国
造
」
と
い
う
よ
う
に
序
列
を
と
も
な

い
整
然
と
会
集
し
た
場
が
成
立
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
私
見
で
は
懐
疑
的
で
あ

る
が
、
部
を
率
い
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
想
定
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
令
制
前

の
女
性
国
造
の
記
憶
が
八
世
紀
の
朝
廷
に
残
存
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、「
伴
造
国
造
」
が
会
集
し
た
な
か
に
女
性
が
い
た
と
考
え
る
方
が
蓋
然
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
実
態
は
、
集
団
を
率
い
て
大
王
に
仕
奉
し
た
豪
族
女
性
た
ち

で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

三
章
に
わ
た
り
、
古
代
の
政
治
空
間
へ
の
女
性
の
会
集
・
参
画
を
朝
儀
に
絞
っ
て

考
察
し
て
き
た
。

　

第
一
章
で
は
、
朝
儀
会
集
に
関
す
る
養
老
令
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
を
、
衣
服
令
、

公
式
令
、
後
宮
職
員
令
、
神
祇
令
の
各
規
定
か
ら
分
析
し
た
。
整
理
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

（
ⅰ
）　

わ
が
国
の
衣
服
令
は
、
全
社
会
的
な
規
制
と
し
て
構
想
さ
れ
た
唐
令
と
は
異

な
り
、
文
武
官
と
内
外
命
婦
以
下
の
女
性
と
い
う
朝
儀
を
構
成
す
る
人
々
の
衣
服
制

度
を
規
定
し
た
も
の
だ
っ
た
。
男
女
と
も
に
天
皇
へ
仕
奉
す
べ
き
で
あ
り
、
朝
儀
へ

の
参
会
が
仕
奉
の
一
形
態
だ
と
い
う
観
念
が
、
朝
儀
の
構
成
員
に
も
反
映
さ
れ
、
衣

服
制
度
の
な
か
に
貫
徹
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
ⅱ
）　

儀
式
を
挙
行
す
る
に
あ
た
っ
て
不
可
欠
の
行
立
次
第
に
つ
い
て
も
、
品
位
順

の
行
立
と
、
王
臣
の
分
列
が
男
女
双
方
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
臣
家
女

性
で
諸
王
以
上
の
妻
と
な
っ
た
外
命
婦
は
、「
夫
位
次
」
に
従
え
ば
皇
親
の
列
に
立
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つ
こ
と
に
な
り
、
公
式
令
で
禁
じ
た
王
臣
の
雑
列
を
招
く
こ
と
か
ら
、
外
命
婦
の
資

格
で
の
朝
参
は
不
可
と
さ
れ
た
。
養
老
令
は
、
こ
の
よ
う
に
会
集
・
行
立
規
定
の
整

合
性
に
留
意
し
、
破
綻
の
回
避
を
図
っ
て
い
た
。
逆
に
い
え
ば
、
破
綻
な
く
儀
式
が

執
り
行
わ
れ
る
こ
と
を
重
視
し
た
結
果
が
、
公
式
令
・
後
宮
職
員
令
の
条
文
に
反
映

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
で
は
、『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
朝
儀
へ
の
女
性
の
参
会
を
、
国
家
意
志

形
成
と
の
関
わ
り
で
分
析
し
た
。

（
ⅰ
）　
『
続
日
本
紀
』
に
は
、
即
位
儀
、
大
嘗
、
新
嘗
、
元
日
な
ど
の
朝
儀
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
礼
服
を
着
用
す
べ
き
行
事
で
あ
り
、『
続
日
本
紀
』
記
事

自
体
に
女
性
の
参
会
が
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
衣
服
令
か
ら
み
て
女
性
が
列
立
し

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
叙
位
儀
に
つ
い
て
も
、
大
極
殿
に
お
け
る
成
選
叙
位

儀
の
記
録
（
慶
雲
四
年
〔
七
〇
七
〕
二
月
甲
午
条
）
と
、
因
幡
国
法
美
郡
の
伊
福
吉

部
徳
足
墓
誌
の
銘
文
か
ら
、六
位
以
下
も
含
め
た
男
女
の
列
立
を
改
め
て
確
認
し
た
。

（
ⅱ
）　

朝
儀
へ
の
女
性
の
参
会
は
、
即
位
儀
や
叙
位
儀
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
天

平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
正
月
四
日
に
内
裏
内
安
殿
で
行
わ
れ
た
藤
原
仲
麻
呂
の
大

師
（
太
政
大
臣
）
任
官
儀
は
、
前
後
の
授
位
及
び
褒
賞
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
仲
麻
呂
に
異
例
の
権
限
を
与
え
政
権
の
中
枢
に
据
え
る
と
い
う
王
権
の
構

想
を
、
諸
司
を
領
導
す
る
官
人
た
ち
に
周
知
す
る
目
的
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
女
性
た
ち
も
一
連
の
儀
式
に
行
立
し
、
孝
謙
の
意
志
を
直
に
聞
き
、
太
政
大

臣
任
官
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た
。
そ
れ
は
、
天
皇
の
意
志
を
官
人
に
徹
底
し
国
家
意

志
を
形
成
し
て
い
く
過
程
に
女
性
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

（
ⅲ
）　

国
家
意
志
定
立
過
程
へ
の
女
官
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
宣

伝
」
を
担
う
内
侍
司
の
職
掌
と
関
連
づ
け
て
研
究
さ
れ
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
と
こ

ろ
が
、
視
点
を
広
く
国
家
意
志
達
成
の
た
め
の
推
進
力
を
い
か
に
強
め
る
の
か
と
い

う
点
に
転
じ
る
と
、
官
人
の
意
識
を
動
員
し
国
家
意
志
を
形
成
し
て
い
く
過
程
に
、

内
侍
司
以
外
の
女
官
も
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、『
続
日
本
紀
』

和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
七
月
乙
巳
条
の
分
析
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
。
後
宮
十
二
司

職
事
は
、
八
世
紀
初
頭
の
段
階
で
「
官
」
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
七
月
乙
巳
の
朝
儀

に
も
召
さ
れ
た
が
、
そ
の
範
囲
は
五
位
以
上
の
職
事
官
が
集
め
ら
れ
た
男
官
と
異
な

り
、
後
宮
十
二
司
の
職
事
全
員
だ
っ
た
と
推
定
で
き
た
。
そ
れ
は
、
五
位
以
上
（
の

准
位
）
の
女
官
に
限
る
と
、
尚
侍
不
在
時
の
奏
請
宣
伝
を
職
掌
と
す
る
典
侍
（
准
位

従
六
位
下
）
が
該
当
し
な
い
こ
と
、
天
皇
の
日
常
的
な
政
務
と
生
活
に
仕
奉
し
た
他

の
後
宮
十
二
司
職
事
へ
の
周
知
を
抜
き
に
し
て
、
天
皇
の
意
志
の
徹
底
は
図
れ
な

か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
に
起
因
す
る
措
置
で
あ
っ
た
。

（
ⅳ
）　

国
家
が
、
五
位
以
上
官
人
に
よ
る
六
位
以
下
の
領
導
と
い
う
理
念
を
有
し
て

い
た
こ
と
は
、
朝
儀
へ
の
女
性
の
会
集
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

天
平
元
年
（
七
二
九
）
の
光
明
立
后
宣
布
に
あ
た
っ
て
は
、
親
王
以
下
五
位
以
上

の
男
官
及
び
六
位
の
諸
長
官
と
、内
親
王
以
下
五
位
以
上
の
女
性
が
内
裏
に
召
さ
れ
、

立
后
宣
命
を
聞
く
と
と
も
に
禄
を
与
え
ら
れ
た
。
准
位
六
位
以
下
の
後
宮
諸
司
長
官

に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
五
位
以
上
に
関
し
て
は
女
性
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
女

性
の
朝
参
に
は
、
男
官
以
上
に
「
五
位
」
と
い
う
位
階
が
意
味
を
帯
び
た
と
考
え
ら

れ
る
。
石
母
田
正
氏
が
重
視
し
た
、
前
近
代
国
家
に
お
け
る
位
階
を
媒
介
と
し
た
王

権
に
対
す
る
忠
誠
関
係
・
人
格
的
服
従
関
係
を
国
家
意
志
達
成
の
推
進
力
に
す
る
一

つ
の
方
法
が
、
五
位
以
上
を
召
喚
し
て
の
天
皇
の
意
志
伝
達
、
及
び
国
家
意
志
形
成

の
一
過
程
で
あ
る
朝
儀
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
た
い
。

　

女
性
の
五
位
昇
叙
を
め
ぐ
っ
て
は
、『
続
日
本
紀
』
に
無
位
か
ら
の
直
叙
が
多
数

み
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
は
天
皇
の
恣
意
で
あ
り
、
女
性
ゆ
え
の
特
殊
性
だ
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
が
限
ら
れ
て
い

る
女
性
に
と
っ
て
五
位
を
帯
び
る
と
い
う
こ
と
は
、
律
令
位
階
制
の
も
と
で
官
人
を

率
先
す
る
立
場
を
得
る
と
と
も
に
、
朝
儀
に
列
す
る
資
格
を
得
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
る
。
散
事
（
無
官
）
の
内
命
婦
は
、
お
お
む
ね
太
上
天
皇
や
三
后
、
皇
太
子
に

近
侍
し
た
女
官
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
み
ら
れ
る
。
天
皇
の
意
志
を
国
家
意
志
に
形
成

し
て
い
く
過
程
が
、
天
皇
を
頂
点
に
戴
く
国
家
体
制
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
に
目
を
向
け
る
と
、
朝
儀
に
行
立
し
得
る
資
格
を
彼
女
た
ち
に
与
え
る
王
権
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側
の
動
機
と
し
て
、
散
事
の
内
命
婦
の
存
在
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
律
令
制
下
の
八
世
紀
に
お
け
る
政
治
空
間
へ
の
女
性
の
参
画
が
、

『
日
本
書
紀
』
に
描
か
れ
た
時
代
に
遡
り
得
る
こ
と
を
、
会
集
の
場
で
用
い
ら
れ
る

「
群
卿
大
夫
及
臣
連
国
造
伴
造
」
の
う
ち
伴
造
と
国
造
の
性
別
を
考
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
確
認
し
た
。

（
ⅰ
）　
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
三
月
甲
子
条
の
東
国
国
司
へ
の
詔
を
聞
い
た
「
群

卿
大
夫
及
臣
連
国
造
伴
造
」「
諸
百
姓
等
」
の
う
ち
、
百
姓
に
は
女
性
が
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
は
、『
続
日
本
紀
』
の
大
嘗
祭
記
事
に
お
け
る
悠
紀
・
主
基
国
郡
男
女
の

入
京
と
授
位
・
賜
禄
か
ら
推
定
で
き
る
。

（
ⅱ
）　
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
に
、
鏡
作
部
を
率
い
、
鏡
の
製
作
を
管
掌
し
た
鏡

作
氏
の
上
祖
と
し
て
「
石
凝
戸
邊
」「
石
凝
姥
」
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
伴
部
を
率

い
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
な
か
に
女
性
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

ま
た
、
来
目
衣
縫
の
始
祖
・
衣
縫
工
女
（
百
済
か
ら
渡
来
）、
胸
形
大
神
に
仕
え

「
御
使
君
之
祖
」
と
な
っ
た
兄
媛
（
呉
）、
後
裔
が
「
今
呉
衣
縫
・
蚊
屋
衣
縫
」
と
な
っ

た
工
女
（
呉
）
な
ど
、
渡
来
系
女
性
を
祖
に
す
る
人
々
の
伝
承
が
、
複
数
の
氏
族
で

奉
事
と
の
関
わ
り
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
、
そ
の
専

門
的
な
職
掌
に
よ
っ
て
王
権
へ
仕
奉
し
た
人
々
が
、
自
身
の
由
来
を
主
張
す
る
文
言

の
な
か
に
女
性
を
祖
と
し
て
据
え
て
い
た
こ
と
は
、
部
を
率
い
る
女
性
の
存
在
の
普

遍
性
を
示
す
と
い
う
点
で
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
応
神
紀
の
吉
備
臣
の
祖
先
伝
承
の
う
ち
、
兄
媛
に
「
織
部
」
を
賜
う
と

い
う
記
事
の
成
り
立
ち
は
、
大
伴
部
を
与
え
ら
れ
て
天
皇
の
膳
部
の
統
括
者
の
地
位

を
占
め
た
膳
臣
の
遠
祖
・
磐
鹿
六
鴈
の
伝
承
と
同
類
型
で
あ
る
。
兄
媛
は
、
織
部
を

与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
管
掌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
王
権
に
仕
え
た
、
い
わ
ば
伴
造
と
い

う
べ
き
役
割
を
担
っ
た
女
性
と
し
て
読
み
解
か
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
ⅲ
）　
『
日
本
書
紀
』
神
武
東
征
伝
承
に
、
菟
狭
国
造
の
祖
と
し
て
菟
狭
津
彦
と
と

も
に
菟
狭
津
媛
が
記
載
さ
れ
、
中
臣
氏
の
遠
祖
「
天
種
子
命
」
と
の
婚
姻
関
係
が
記

さ
れ
た
。
中
臣
氏
が
、
祖
先
伝
承
に
菟
狭
国
造
の
祖
を
置
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
国
造
の
「
祖
」
が
女
性
で
あ
る
こ
と
に
違
和
感

を
も
た
な
い
認
識
で
あ
る
。『
古
事
記
』
に
は
、
荒
河
刀
弁
と
い
う
「
木
国
造
」
が

み
え
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
崇
神
天
皇
の
キ
サ
キ
の
系
譜
に
「
紀
伊
国
荒
河
戸
畔

女
遠
津
年
魚
眼
眼
妙
媛
」
と
い
う
表
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
荒
河
戸
畔
の
敬
称
で
あ

る
「
ト
ベ
」
は
、
溝
口
睦
子
氏
に
よ
れ
ば
「
ト
メ
」
と
同
一
類
型
の
名
称
で
、
音
転

に
よ
っ
て
ト
メ
・
ト
ベ
の
両
型
が
で
き
た
も
の
で
、
王
権
に
服
属
す
る
以
前
の
女
性

首
長
の
敬
称
だ
と
い
う
。
木
国
造
と
伝
え
ら
れ
た
女
性
に
対
し
、
古
い
時
代
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
に
冠
せ
ら
れ
た
ト
ベ
の
敬
称
を
付
し
て
記
載
し
た
の
で
あ
る
。
八
世
紀
の

律
令
制
下
で
は
、『
続
日
本
紀
』
に
五
人
の
女
性
国
造
任
命
記
事
が
み
え
る
。
二
官

八
省
の
職
事
官
に
女
性
が
任
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
国

造
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
軽
視
で
き
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
令
制
以
前
の

女
性
国
造
の
存
在
と
記
憶
が
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。

　

第
一
章
で
確
認
し
た
、
養
老
令
の
男
女
朝
参
規
定
と
、
第
二
章
で
指
摘
し
た
、
叙

位
儀
や
任
大
臣
儀
も
含
め
た
政
治
空
間
へ
の
女
性
の
参
画
は
、
律
令
制
下
に
至
っ
て

か
ら
制
度
化
さ
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。『
日
本
書
紀
』
が
描
い
た
時
代
に

遡
り
得
る
と
判
断
す
る
ほ
う
が
、
蓋
然
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
国
家
意
志
の
決
定
・
執
行
及
び
、
国
家
意
志
が
形
成
さ
れ
る
「
場
」

を
政
治
空
間
と
定
義
し
、「
国
家
意
志
形
成
の
場
」
に
女
性
が
存
在
し
た
こ
と
を
法

の
構
成
や
文
献
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
が
対
象
と
し
た
の
は
八
世
紀
と
そ

れ
以
前
だ
が
、国
家
は
そ
の
進
む
べ
き
方
向
を
め
ぐ
っ
て
幾
度
と
な
く
岐
路
に
立
ち
、

合
意
形
成
や
王
権
の
意
思
の
周
知
徹
底
を
重
ね
た
。
律
令
官
制
上
の
女
性
の
ポ
ス
ト

と
定
員
は
男
官
に
比
し
て
極
め
て
少
な
い
が
、
国
家
意
志
の
形
成
と
い
う
と
き
に
少

人
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
女
性
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
女
官
の
職
掌

が
、
天
皇
に
直
結
し
行
政
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
担
っ
て
そ
の
政
務
に
仕
奉
す
る
と
と

も
に
、
日
常
生
活
の
展
開
に
不
可
欠
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
行
政
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
国
家
意
志
定
立
・
執
行
へ
の
関
与
と
い
う
点
で
は
、
内
侍
司
と
蔵
司
の
職

掌
が
重
い
が
、
両
司
だ
け
で
は
な
く
、
朝
廷
を
構
成
す
る
官
人
た
ち
を
含
め
て
国
家
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意
志
を
形
成
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
き
、
女
性
を
除
外
す
る
こ
と
は
、
天
皇

を
頂
点
に
い
た
だ
く
律
令
国
家
の
構
造
の
な
か
で
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
国
家
意
思
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

い
う
点
で
は
、
律
令
官
僚
機
構
の
原
則
で
あ
る
四
等
官
制
や
官
位
相
当
制
か
ら
の
除

外
の
問
題
な
ど
、
論
じ
残
し
た
テ
ー
マ
は
多
い
。
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
を
御
寛

恕
願
い
つ
つ
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。（
了
）

（
1
）　

仁
藤
敦
史
「
律
令
国
家
の
王
権
と
儀
礼
」
佐
藤
信
編
『
律
令
国
家
と
天
平
文
化
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一
〇
頁
。

（
2
）　

武
田
佐
知
子
『
古
代
日
本
の
衣
服
と
交
通
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
は
、
朝
庭
と

国
郡
庁
院
を
結
ぶ
行
路
を
礼
が
機
能
す
る
空
間
と
し
て
分
析
し
た
。

（
3
）　

本
稿
で
は
、
政
治
学
の
概
念
の
助
け
を
借
り
て
、
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
の
政
治
を
国
家
の

統
治
活
動
全
体
と
し
、
そ
こ
に
通
常
は
「
政
治
」
と
「
行
政
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

狭
い
意
味
で
の
「
政
治
」
は
国
家
意
思
（
意
志
）
の
決
定
で
あ
り
、「
行
政
」
は
国
家
意
思
の

具
体
的
な
遂
行
で
あ
る
（
矢
部
貞
治
『
政
治
学
』
新
版
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
七

～
一
八
頁
）。

（
4
）　

石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。

（
5
）　

な
お
、
仁
藤
敦
史
氏
は｢

倭
国
に
お
け
る
政
治
空
間
の
成
立
―
都
市
と
王
権
儀
礼
―｣

（『
唐

代
史
研
究
』
二
〇
、
二
〇
一
七
年
）
で
、
喪
葬
儀
礼
、
即
位
儀
礼
、
蝦
夷
服
属
儀
礼
、
国
内

豪
族
の
服
属
儀
礼
、
外
交
儀
礼
の
場
の
変
化
が
王
権
構
造
の
変
化
と
政
治
都
市
の
成
立
に
対

応
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

（
6
）　

橋
本
義
則
「
後
宮
の
成
立
―
皇
后
の
変
貌
と
後
宮
の
再
編
―
」『
古
代
宮
都
の
内
裏
構
造
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
二
九
八
～
二
九
九
頁
。
初
出
一
九
九
五
年
。

（
7
）　

藤
森
健
太
郎
『
古
代
天
皇
の
即
位
儀
礼
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
8
）　

橋
本
義
則
前
掲
註
（
6
）
論
文
。

（
9
）　

橋
本
義
則
前
掲
註
（
6
）
論
文
、
三
一
九
頁
。

（
10
）　

岡
村
幸
子
「
女
叙
位
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」『
日
本
歴
史
』
五
四
一
、
一
九
九
三
年
。

（
11
）　

装
束
の
詳
細
は
、
増
田
美
子
「
奈
良
・
平
安
初
期
の
衣
服
―
唐
風
化
と
衣
服
制
度
の
確
立
―
」

（
増
田
美
子
編『
日
本
衣
服
史
』吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
八
〇
～
九
三
頁
）を
参
照
し
た
。

（
12
）　

礼
服
着
用
規
定
が
あ
る
大
祀
、
大
嘗
、
元
日
へ
の
内
外
命
婦
の
参
会
は
、
た
と
え
ば
、『
続

日
本
紀
』
天
平
元
年
正
月
壬
辰
朔
条
（
宴
二
群
臣
及
内
外
命
婦
於
中
宮
一
。
賜
レ
絁
有
レ
差
。）
や
、

天
平
八
年
十
一
月
丙
戌
条
な
ど
で
確
認
で
き
る
。『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
の
記
事
は
、
中
宮

註

で
開
か
れ
た
元
日
の
宴
へ
の
群
臣
と
内
外
命
婦
の
参
会
記
事
で
あ
る
。
天
平
八
年
記
事
中
に

収
録
さ
れ
た
、
葛
城
王
と
佐
為
王
に
よ
る
亡
母
県
犬
養
橘
宿
禰
三
千
代
の
姓
継
承
を
願
う
上

表
文
は
、
元
明
天
皇
の
即
位
大
嘗
の
宴
に
三
千
代
が
臨
席
し
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。

（
13
）　

本
条
は
古
記
の
註
釈
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
大
宝
令
の
復
元
は
で
き
な
い
が
、
官
人
序
列

の
重
要
性
と
持
統
紀
の
記
載
か
ら
、
大
宝
令
に
同
条
文
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
内
容

に
つ
い
て
も
飛
鳥
浄
御
原
令
に
ま
で
遡
り
得
る
と
い
う
（
黛
弘
道
「
律
令
官
人
の
序
列
―
「
公

式
令
」
朝
参
行
立
条
の
成
立
―
」『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
、

五
六
九
～
五
七
一
頁
。
初
出
一
九
六
二
年
。
岸
俊
男
「
朝
堂
の
初
歩
的
考
察
」『
日
本
古
代
宮

都
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
二
五
五
～
二
五
六
頁
。
初
出
一
九
七
五
年
）。

（
14
）　

伊
集
院
葉
子
、
義
江
明
子
、
ジ
ョ
ー
ン
・
Ｒ
・
ピ
ジ
ョ
ー
「
日
本
令
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
3
）
後
宮
職
員
令
（
下
）」『
専
修
史
学
』
五
七
、
二
〇
一
四
年
、
一
七
～
二
〇
頁
。
後
宮
職

員
令
集
解
16
朝
参
行
立
次
第
条
各
説
。

（
15
）　

伊
集
院
葉
子
「
臣
の
ヲ
ト
メ
―
記
紀
・
万
葉
の
「
宮
人
」
た
ち
―
」『
日
本
古
代
女
官
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
三
二
～
五
〇
頁
。

（
16
）　

大
隅
清
陽
「
律
令
官
人
制
と
君
臣
関
係
」『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
一
年
、
一
三
三
～
一
三
八
頁
、
初
出
一
九
九
六
年
。

（
17
）　

磯
貝
正
義
「
氏
女
制
度
の
研
究
」『
郡
司
及
び
采
女
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
〇
年
。
磯
貝
氏
の
分
析
は
、
阿
部
武
彦
「
天
武
朝
の
族
姓
改
革

に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
の
氏
族
と
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
五
九
年
）

を
踏
ま
え
て
い
る
。
伊
集
院
葉
子
「
令
制
女
官
考
課
に
つ
い
て
の
一
試
案
」
前
掲
註
（
15
）
書

所
収
、
一
五
六
頁
。

（
18
）　

伊
集
院
葉
子
「
臣
の
ヲ
ト
メ
」「
後
宮
職
員
令
の
構
造
と
特
質
」
前
掲
註
（
15
）
書
所
収
。

（
19
）　

文
珠
正
子
「
令
制
命
婦
に
関
す
る
一
考
察
」
横
田
健
一
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
文
化
史
論
叢
』

上
、
創
元
社
、
一
九
八
七
年
。「
内
外
」
に
つ
い
て
の
唐
の
理
解
に
関
連
し
て
、
古
瀬
奈
津
子

「
中
国
の
「
内
廷
」
と
「
外
廷
」
―
日
本
古
代
史
に
お
け
る
「
内
廷
」「
外
廷
」
概
念
再
検
討

の
た
め
に
―
」（『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）

も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
）　

平
城
宮
内
裏
東
方
官
衙
跡
か
ら
出
土
し
た
「
公
事
」「
私
事
」
と
刻
ま
れ
た
塼
に
つ
い
て
、

橋
本
義
則
氏
は
、
こ
れ
ら
の
塼
は
朝
庭
に
常
設
さ
れ
て
い
た
版
位
で
あ
る
と
し
、
朝
堂
で
の

日
常
的
な
執
務
に
あ
た
っ
て
、
官
司
内
の
政
務
や
官
司
相
互
の
連
絡
な
ど
を
行
う
際
、
官
人

た
ち
が
立
つ
べ
き
位
置
を
示
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
標
識
だ
と
し
た
（
橋
本
義
則
『
平
安
宮

成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
、
一
七
五
頁
）。「
公
事
」
が
朝
庭
で
の
政
務
を
含

意
し
て
い
る
こ
と
と
、
女
性
に
関
す
る
令
文
に
は
「
朝
庭
公
事
」
の
用
語
が
使
用
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
と
は
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）　
「
尋
常
」
に
つ
い
て
、
衣
服
令
集
解
6
制
服
条
所
引
「
古
記
」
は
「
朝
夕
」
だ
と
す
る
。
養

老
考
課
令
30
最
条
が
、「
常
侍
」
を
職
掌
と
す
る
侍
従
の
「
最
」
を
「
朝
夕
常
侍
。
拾
レ
遺
補
レ
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闕
。
為
二
侍
従
之
最
一
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、「
朝
夕
」
は
常
時
だ
ろ
う
。
一
方
、
後

述
す
る
儀
制
令
義
解
5
文
武
官
条
は
、庁
座
で
業
務
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
「
尋
常
」
と
す
る
。

こ
こ
で
は
、「
尋
常
」
は
日
常
の
業
務
を
指
す
と
み
て
お
き
た
い
。
な
お
、
志
村
佳
名
子
氏
は
、

朝
庭
に
会
す
る
朝
参
と
は
別
に
朝
堂
の
朝
座
に
着
座
す
る
男
官
の
「
尋
常
朝
参
」
を
推
定
す

る（「
日
本
古
代
の
朝
参
制
度
と
政
務
形
態
」『
日
本
古
代
の
王
宮
構
造
と
政
務
・
儀
礼
』塙
書
房
、

二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇
一
三
年
）。
衣
服
令
が
示
す
男
官
の
場
合
の
「
尋
常
」
を
類
推
す
る

一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
22
）　

岸
俊
男
「
朝
堂
の
初
歩
的
考
察
」『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、

二
五
〇
～
二
五
六
頁
。
初
出
一
九
七
五
年
。

（
23
）　

古
瀬
奈
津
子
「
告
朔
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
前
掲
註
（
19
）
書
所
収
、二
六
七
～
二
七
一
頁
。

初
出
一
九
八
〇
年
。
志
村
佳
名
子
氏
は
、
朝
廷
に
出
仕
す
る
人
々
の
一
定
範
囲
内
の
集
住
に
よ

り
定
期
的
な
朝
参
が
実
現
さ
れ
官
人
と
し
て
組
織
化
が
可
能
に
な
る
の
は
藤
原
宮
段
階
で
あ

る
と
し
、
律
令
官
人
勤
務
制
度
と
し
て
の
朝
参
は
藤
原
宮
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
期
だ
と
し
た
（
前

掲
註
21
論
文
、
一
六
二
頁
）。

（
24
）　

古
瀬
奈
津
子
前
掲
註
（
23
）
論
文
、
二
七
〇
頁
。

（
25
）　

律
令
官
人
制
に
お
け
る
庁
座
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
三
上
喜
孝
「
雑
令
の
継
受
に
み
る
律
令

官
人
制
の
特
質
」（『
延
喜
式
研
究
』
一
三
、
一
九
九
七
年
）、
大
隅
清
陽
前
掲
註
（
16
）
書
所

収
論
文
「
座
具
か
ら
見
た
朝
礼
の
変
遷
―
養
老
儀
制
令
12
庁
座
上
条
の
史
的
意
義
―
」（
初
出

二
〇
〇
二
年
）
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
た
。

（
26
）　

朝
座
を
も
た
な
い
と
い
う
点
で
は
武
官
も
同
様
だ
が
、
武
官
朝
服
条
は
「
朝
庭
公
事
」
の
衣

服
を
規
定
し
て
い
る
。
吉
川
真
司
氏
に
よ
れ
ば
、
庁
座
を
も
た
な
い
官
司
は
、
後
宮
十
二
司

の
ほ
か
、
男
官
の
内
廷
官
司
、
衛
府
な
ど
「
天
皇
近
侍
官
司
」
で
あ
る
（
吉
川
真
司
「
王
宮

と
官
人
社
会
」『
列
島
の
古
代
史　

ひ
と
・
こ
と
・
も
の
3
社
会
集
団
と
政
治
組
織
』
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
一
～
一
七
四
頁
）。

（
27
）　

仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
―
附
唐
日
両
令
対
照
一
覧
―
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
七
年
。

（
28
）　

武
田
佐
知
子
「
日
本
衣
服
令
の
成
立
―
唐
令
の
継
受
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
古
代
国
家
の
形
成

と
衣
服
制
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、
三
〇
〇
頁
。

（
29
）　

高
世
瑜
『
大
唐
帝
国
の
女
性
た
ち
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
二
八
一
～
二
八
二
頁
。

（
30
）　
『
旧
唐
書
』
于
休
烈
伝
。
な
お
、
高
世
瑜
前
掲
註
（
29
）
書
は
、
皇
后
に
対
す
る
命
婦
の
朝

見
は
武
則
天
の
皇
后
時
代
に
始
ま
り
、
以
後
、
皇
太
后
に
対
す
る
も
の
も
含
め
て
慣
例
化
し

た
と
す
る
（
八
四
～
八
五
頁
）。

（
31
）　

春
名
宏
昭
「
内
侍
考
―
宣
伝
機
能
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
律
令
国
家
官
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
七
年
。

（
32
）　

即
位
儀
は
慶
雲
四
年
七
月
壬
子
条
、
大
嘗
は
和
銅
元
年
十
一
月
己
卯
条
、
新
嘗
は
神
護
景
雲

二
年
十
一
月
壬
辰
条
、
元
日
は
大
宝
元
年
正
月
乙
亥
朔
条
が
代
表
的
だ
が
、
大
宝
令
以
後
で

は
大
宝
二
年
正
月
乙
巳
朔
条
な
ど
。

（
33
）　

野
村
忠
夫
「
慶
雲
三
年
格
制
の
考
叙
法
」『
律
令
官
人
制
の
研
究　

増
訂
版
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年
、
二
二
五
～
二
二
九
頁
。

（
34
）　

伊
福
吉
部
徳
足
に
つ
い
て
の
専
論
は
、
石
田
敏
紀
『
古
代
因
幡
の
豪
族
と
采
女
』（
鳥
取
県

史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
8
、
二
〇
一
一
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）　

熊
谷
公
男
『
日
本
の
歴
史
03
大
王
か
ら
天
皇
へ
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
、

一
七
〇
頁
。
初
刊
二
〇
〇
一
年
。

（
36
）　

伊
集
院
葉
子
「
髪
長
媛
伝
承
の
「
喚
」
―
地
方
豪
族
の
仕
奉
と
王
権
―
」、
前
掲
註
（
15
）
書
。

（
37
）　

野
村
忠
夫
『
古
代
官
僚
の
世
界
』
塙
新
書
、
一
九
六
九
年
。
同
前
掲
註
（
33
）
書
。
同
『
律

令
政
治
と
官
人
制
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。
寺
崎
保
広
『
古
代
日
本
の
都
城
と
木
簡
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
。

（
38
）　

伊
集
院
葉
子
前
掲
註
（
17
）
論
文
。

（
39
）　

橋
本
義
則
「
平
城
宮
の
内
裏
」
前
掲
註
（
6
）
書
所
収
、
一
五
三
～
一
五
七
頁
。

（
40
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
三
、
五
五
二
頁
、
補
注
22
―
五
三
。
直
木
孝
次
郎
他

訳
註
『
続
日
本
紀
』
三
（
東
洋
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）
が
、
公
式
令
の
随
身
符
と
同
じ
な
ら
ば

「
わ
ざ
わ
ざ
特
記
す
る
必
要
は
な
い
」
と
し
「
本
条
の
随
身
符
は
、
発
兵
や
固
関
な
ど
、
よ
り

強
力
な
権
能
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
」（
六
〇
頁
）
と
し
て
い
る
の
を
支
持
し
て
い
る
。

（
41
）　

藤
森
健
太
郎
「
平
安
前
期
即
位
儀
礼
の
論
理
と
特
質
」、
前
掲
註
（
7
）
書
所
収
、
一
三
九

～
一
四
〇
頁
。
初
出
一
九
九
四
年
。
な
お
、
古
瀬
奈
津
子
氏
は
、
任
官
儀
式
は
唐
礼
の
影
響

を
受
け
て
八
世
紀
後
半
に
整
備
が
進
ん
だ
と
し
た
（「
儀
式
に
お
け
る
唐
礼
の
継
受
―
奈
良
末

～
平
安
初
期
の
変
化
を
中
心
に
―
」、
前
掲
註
〔
19
〕
書
所
収
）。

（
42
）　

佐
々
木
恵
介
「
古
代
に
お
け
る
任
官
結
果
の
伝
達
に
つ
い
て
」「
任
大
臣
儀
に
つ
い
て
―
古

代
日
本
に
お
け
る
任
官
儀
礼
の
一
考
察
―
」（
い
ず
れ
も
『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』〔
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
〕
所
収
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）。

（
43
）　
『
公
卿
補
任
』
慶
雲
五
年
条
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
一
、三
八
九
～
三
九
一

頁
、
補
注
4-

一
六
。

（
44
）　

養
老
後
宮
職
員
令
。

（
45
）　

野
村
忠
夫
・
原
奈
美
子
「
律
令
宮
人
制
に
つ
い
て
の
覚
書
―
「
宮
人
」
と
「
女
官
」
―
」『
続

日
本
紀
研
究
』
一
九
二
、
一
九
七
七
年
。

（
46
）　

前
掲
註
（
45
）
野
村
・
原
論
文
、
八
頁
。

（
47
）　

前
掲
註
（
45
）
野
村
・
原
論
文
、
二
頁
。

（
48
）　

野
村
忠
夫
前
掲
註
（
33
）
書
な
ど
。
女
性
の
五
位
昇
叙
に
関
し
て
は
以
下
の
研
究
も
参
照
さ

れ
た
い
。
玉
井
力
「
天
平
期
に
お
け
る
女
官
の
動
向
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
二
十

周
年
記
念
論
集
』
名
古
屋
大
学
文
学
部
、
一
九
六
九
年
）、
同
「
光
仁
朝
に
お
け
る
女
官
の
動

向
に
つ
い
て
」（
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
）
五
〇
、
一
九
七
〇
年
）。
西
野
悠
紀
子
「
桓

武
朝
と
後
宮
―
女
性
授
位
に
よ
る
一
考
察
―
」（
総
合
女
性
史
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
論
集
』
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2
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。
初
出
一
九
九
二
年
）。

（
49
）　

伊
集
院
葉
子
「
八
世
紀
の
五
位
直
叙
と
女
竪
」『
専
修
史
学
』
六
二
、
二
〇
一
七
年
。

（
50
）　

伊
集
院
葉
子
前
掲
註
（
49
）
論
文
。

（
51
）　

養
老
禄
令
9
宮
人
給
禄
条
に
よ
る
准
位
が
六
位
以
下
の
職
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
正
六
位

＝
尚
酒
。
従
六
位
＝
尚
書
、
尚
薬
、
尚
殿
、
典
侍
。
正
七
位
＝
尚
兵
、
尚
闈
。
従
七
位
＝
尚
掃
、

尚
水
、
掌
蔵
、
掌
侍
。
正
八
位
＝
掌
膳
、
掌
縫
。
従
八
位
＝
典
書
、
典
薬
、
典
兵
、
典
闈
、
典
殿
、

典
掃
、
典
水
、
典
酒
。

（
52
）　

関
晃「
律
令
国
家
の
展
開
」（
初
出
一
九
五
二
年
）、「
律
令
貴
族
論
」（
初
出
一
九
七
六
年
）（
い

ず
れ
も
『
日
本
古
代
の
国
家
と
社
会
関
晃
著
作
集
四
』〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
〕
所

収
）。
虎
尾
達
哉「
律
令
官
人
社
会
に
お
け
る
二
つ
の
秩
序
」『
律
令
官
人
社
会
の
研
究
』塙
書
房
、

二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
八
四
年
。
大
隅
清
陽
「
儀
制
令
と
律
令
国
家
―
古
代
国
家
の
支
配

秩
序
―
」、
前
掲
註
（
16
）
書
所
収
、
初
出
一
九
九
二
年
。

（
53
）　

佐
藤
全
敏
「
古
代
日
本
の
四
等
官
制
」『
平
安
時
代
の
天
皇
と
官
僚
制
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
八
年
所
収
、
初
出
二
〇
〇
七
年
。
女
官
と
男
官
の
監
理
関
係
と
位
階
に
関
し
て
は
、
伊

集
院
葉
子
「
女
史
と
内
記
―
律
令
制
下
の
文
書
行
政
と
内
侍
司
の
変
容
―
」
前
掲
註
（
15
）
書

所
収
、
初
出
二
〇
一
三
年
。

（
54
）　

石
母
田
正
『
日
本
古
代
国
家
論
』
第
一
部
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
三
～
十
三
頁
。

（
55
）　

伊
集
院
前
掲
註
（
49
）
論
文
。

（
56
）　

和
田
萃
「
殯
の
基
礎
的
考
察
」『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰
』
上
、
塙
書
房
、

一
九
九
五
年
。
初
出
一
九
六
九
年
。

（
57
）　

義
江
明
子
『
つ
く
ら
れ
た
卑
弥
呼
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
八
年
。
初
刊
二
〇
〇
五
年
。

溝
口
睦
子
「『
風
土
記
』
の
女
性
首
長
伝
承
」
前
近
代
女
性
史
研
究
会
編
『
家
・
社
会
・
女
性

―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。

（
58
）　

義
江
明
子
前
掲
註
（
57
）
書
。
伊
集
院
葉
子
「
比
売
朝
臣
・
姫
帝
・
姫
太
上
天
皇
―
古
代

の
女
帝
・
女
官
に
付
さ
れ
た
「
ヒ
メ
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
仁
藤
敦
史
編
『
古
代
王
権
の
史
実

と
虚
構
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
九
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
59
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
一
、
二
四
五
～
二
四
六
頁
、
補
注
1
―
一
三
。

（
60
）　

佐
伯
有
清
「「
家
牒
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究　

索
引
・
論
考
篇
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、
四
二
九
～
四
四
二
頁
。
初
出
一
九
八
三
年
。

（
61
）　

溝
口
睦
子
「
記
紀
に
見
え
る
女
性
像
―
巫
女
・
女
酋
・
冶
工
・
戦
士
―
」
前
近
代
女
性
史
研

究
会
編
『
家
族
と
女
性
の
歴
史
：
古
代
・
中
世
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
。『
日
本
女
性

史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
八
年
）、「
い
し
こ
り
ど
め　

石
凝
姥
」（
溝
口
睦
子
執
筆
）。

（
62
）　

な
お
、
大
王
・
天
皇
へ
の
出
仕
に
関
わ
る
「
貢
」
の
意
味
が
性
的
隷
属
を
含
め
た
人
身
献
上

で
は
な
い
こ
と
は
、
養
老
令
の
規
定
に
そ
く
し
て
明
ら
か
に
し
た
（
伊
集
院
葉
子
「
後
宮
職

員
令
の
構
造
と
特
質
」
前
掲
註
（
15
）
書
、
一
一
八
～
一
二
〇
頁
。
同
「
日
本
令
英
訳
の
試
み
」

『
明
治
大
学
国
際
学
術
研
究
会
『
交
響
す
る
古
代
Ⅵ
―
古
代
文
化
資
源
の
国
際
化
と
そ
の
意
義

―
』
予
稿
集
、
二
〇
一
六
年
）。
同
「
日
本
古
代
の
女
官
／
女
性
官
僚
―
二
重
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
イ
ア
ス
へ
の
問
い
か
け
」『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
一
六
、
二
〇
二
一
年
。

（
63
）　
『
新
撰
姓
氏
録
』
和
泉
国
諸
蕃
衣
縫
条
に
「
衣
縫
。
出
レ
自
二
百
済
国
神
露
命
一
也
」
と
あ
る
。

「
神
露
（
か
む
ろ
）」
は
百
済
の
人
名
で
、「
命
」
は
「
使
主
（
意
弥
）」
の
語
を
転
じ
て
用
い

た
か
と
い
う（
佐
伯
有
清『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究 

考
證
篇
』六
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
、

二
〇
～
二
一
頁
）。

（
64
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
上
、
三
七
八
～
三
七
九
頁
、
頭
注
七
。
新
編
日
本
古
典

全
集
『
日
本
書
紀
』
①
、
四
九
四
～
四
九
五
頁
、
頭
注
八
～
一
一
。

（
65
）　

東
村
純
子
「
古
代
織
物
生
産
の
権
力
構
造
と
女
性
」
総
合
女
性
史
学
会
／
石
月
静
恵
・
辻
浩

和
・
長
島
淳
子
編
『
女
性
労
働
の
日
本
史
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
二
六
七
～
二
七
〇
頁
。

（
66
）　

太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
第
三
巻
「
中
臣
」
項
、
四
二
〇
四
～
四
二
〇
五
、四
二
〇
六

～
四
二
〇
七
頁
。

（
67
）　
『
日
本
書
紀
』
持
統
五
年
八
月
辛
亥
条
で
は
、
大
三
輪
・
雀
部
・
石
上
・
藤
原
・
石
川
・
巨

勢
・
膳
部
・
春
日
・
上
毛
野
・
大
伴
・
紀
伊
・
平
群
・
羽
田
・
阿
倍
・
佐
伯
・
采
女
・
穂
積
・

阿
曇
の
十
八
氏
が
墓
記
上
進
を
命
じ
ら
れ
た
。

（
68
）　

溝
口
睦
子
『
古
代
氏
族
の
系
譜
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
一
六
一
～
一
六
五
頁
。

（
69
）　

溝
口
睦
子
『
日
本
古
代
氏
族
系
譜
の
成
立
』
学
習
院
学
術
研
究
叢
書
九
、
一
九
八
二
年
、

三
五
八
～
三
五
九
頁
。
同
『
王
権
神
話
の
二
元
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
一
頁
。

（
70
）　

溝
口
睦
子
「
戸
畔
（
ト
ベ
）
考
―
女
性
首
長
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
西
宮
一
民
編
『
上
代

語
と
表
記
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
七
、
五
九
頁
）。
溝
口
氏
は
、
同
論
文
で
、
ト
ベ

を
男
女
双
方
の
敬
称
と
み
る
説
が
生
ま
れ
る
背
景
に
ヒ
メ
ヒ
コ
制
と
呼
ば
れ
る
古
代
の
首
長

像
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
し
「
こ
れ
ら
ト
ベ
（
ト
メ
）
の
時
代
は
い
わ
ゆ
る
ヒ
メ
ヒ
コ
制
の

時
代
で
あ
っ
て
、
単
独
の
女
性
首
長
は
存
在
し
な
い
筈
だ
と
い
う
、
現
在
広
く
も
た
れ
て
い

る
こ
の
時
代
の
首
長
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
何
よ
り
大
き
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
」
と
の
べ
た
（
五
七
頁
）。
傾
聴
す
べ
き
指
摘
だ
と
考
え
る
。
な
お
、寺
西
貞
弘
氏
は
、

神
武
天
皇
に
誅
殺
さ
れ
た
「
名
草
戸
畔
」
の
実
像
を
考
察
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
記
紀
が
男

系
系
譜
主
義
の
立
場
か
ら
記
載
し
て
い
る
以
上
、
キ
サ
キ
の
出
自
に
女
性
を
置
く
こ
と
は
な
い

と
い
う
認
識
か
ら
記
紀
の
「
ト
ベ
」
を
検
討
し
、「
戸
辺
」
は
女
性
、「
戸
畔
」
は
男
性
の
敬
称

だ
と
推
定
し
た
（
寺
西
貞
弘
「
名
草
戸
畔
と
紀
伊
国
造
」『
紀
氏
の
研
究
―
紀
伊
国
造
と
古
代

国
家
の
展
開
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
三
年
。
初
出
二
〇
〇
九
）。
し
か
し
、
孝
昭
紀
に
、
キ
サ
キ
・

世
襲
足
媛
の
別
伝
と
し
て
「
一
云
倭
国
豊
秋
狭
太
媛
女
大
井
媛
也
」
と
あ
り
、
崇
神
の
キ
サ

キ
・
尾
張
大
海
媛
（『
日
本
書
紀
』
崇
神
元
年
二
月
丙
寅
条
）
も
、
崇
神
記
で
は
「
尾
張
連
之
祖
、

意
富
阿
麻
比
売
」
と
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の
天
皇
系
譜
が
父
系
を
原
則
と
し
て
書
か

れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
記
紀
に
採
録
さ
れ
た
原
史
料
に
当
時
の
社
会
の
実
情
を
反

映
し
て
双
系
的
な
記
述
が
あ
り
、
記
紀
に
残
存
し
て
い
る
可
能
性
も
み
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
荒
河
戸
畔
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
正
信
氏
が
、
紀
直
氏
本
宗
で
は
な
い
が
、
紀
国
造
を
輩



114

国立歴史民俗博物館研究報告
第 235集　2022年 9月

（
専
修
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
九
月
二
四
日
審
査
終
了
）

出
し
た
こ
と
の
あ
る
系
譜
に
と
っ
て
の
始
祖
と
し
（「
紀
伊
国
造
の
成
立
と
展
開
」『
日
本
古

代
氏
族
系
譜
の
基
礎
的
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
七
五
頁
。
初
出
二
〇
一
一
年
）、

大
川
原
竜
一
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
の
荒
河
戸
畔
と
『
古
事
記
』
の
荒
河
戸
弁
を
同
一
人
物
と

推
し
、
大
化
前
代
の
紀
伊
国
造
が
王
権
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史

料
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
（「
紀
伊
国
造
と
古
代
王
権
」
加
藤
謙
吉
編
『
日
本
古
代
の
氏
族

と
政
治
・
宗
教
』
上
、
雄
山
閣
、
二
〇
一
八
年
）。

（
71
）　

な
お
、『
続
日
本
紀
』
の
国
造
任
命
記
事
の
ほ
か
に
、『
大
日
本
古
文
書
』
に
「
板
野
采
女
粟

国
造
凡
直
若
子
」（『
大
日
本
古
文
書
』
一
二
―
二
六
五
、
写
経
所
請
経
文
）、「
板
野
采
女
粟

国
造
若
子
」（
同
一
二
―
四
四
八
、「
紫
微
中
台
請
留
経
目
録
」）
が
み
え
る
。
角
田
文
衞
「
板

野
命
婦
」（『
角
田
文
衞
著
作
集
五
』
宝
蔵
館
、一
九
八
四
年
）
は
、若
子
が
国
造
の
称
号
を
賜
っ

て
い
た
と
し
、
鈴
木
正
信
「
凡
直
氏
と
国
造
制
」（
加
藤
謙
吉
編
『
日
本
古
代
の
氏
族
と
政
治
・

宗
教
』
上
、
雄
山
閣
、
二
〇
一
八
年
）
は
、
国
造
に
任
命
さ
れ
た
と
す
る
。『
日
本
古
代
人
名

辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
も
阿
波
国
の
国
造
と
す
る
。

文
中
の
史
料
引
用
は
、
次
の
刊
行
本
に
よ
っ
た
。

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』、
岩
波
日
本
思
想
体
系
『
律
令
』『
古
事
記
』、
岩
波

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
令
義
解
』『
令
集
解
』『
類
聚

三
代
格
』『
尊
卑
分
脈
』

＊
本
稿
は
、JSPS

科
研
費18K

00936

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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In this paper, I focus on the decision and execution of national will and the participation of women 

in the ancient political space. I would like to point out women participation in the process of forming 

national will, by research the ceremonies in court of the monarch held to form national will.

Researcher has already pointed out that women attended the Imperial Ceremonies in the 8th 

century. It stems from the idea that both men and women should contribute the kingship. The ruler 

thought attendance at ceremonies was also he and her obligation to the state.

In 760, monarch Koken held an appointment ceremony to inform leading senior officials of 

the idea of putting Fujiwara no Nakamaro at the top of the administration, and female officials also 

attended the ceremony. Female officials also attended the ceremony because it was incorporated into 

the process of thoroughly pursuing the will of the monarch and forming the national will.

In the past, researchers have emphasized Naishi-shi. But the kingship also required the 

cooperation of female officials of Twelve offices to achieve the purpose of the nation. It became clear 

from the record of “Shoku Nihongi” on July 15, 708. It should not be overlooked that the higher 

rank of fifth was important in participating in the 8th century Imperial Council. When women were 

promoted fifth rank, researchers have considered a special benefit for being a woman. However, the 

existence of a fifth-ranked female official should be considered as a motive of the kingship giving 

qualify them for attending the Imperial Council.

Going back in time, the ancestral folklore of those who served the kingship in professional 

positions from the 7th to the 8th centuries includes those reminiscent of the woman who leads the 

department. For example, Kagami-tsukuri’s ancestor Ishikoritome, who appears in “Nihon Shoki” and 

“Kojiki,” is a female leader who leads a professional group. E-hime, a powerful tribe in the Kibi region 

during the time of Ōjin, was a woman who ruled Oribe and served the monarch, and she should be 

called the official who managed the ancient professional group.

“Nihon Shoki” and “Kojiki” describe women of the local tribes who belonged to the kingship and 

were appointed as the local chieftain. Usatsuhime is described as the ancestor of Usa no Kuni-no-

Miyatsuko （Kokuzō） in “Nihon Shoki”, and Arakawatobe was called “Ki-no-Kuni-no-Miyatsuko” in 

“Kojiki”. The monarch of the 8th century appointed six women to be Kokuzō. Behind this may have 

been the existence and memory of women’s Kokuzō before ritsuryō polity.

In the 8th century, women attended at the ceremonies in court of the monarch. That was not first 

created by the Ritsuryō system but had executed before Ritsuryō system.

Key words : political space, national will, kingship, ceremony in court of the monarch, female officials


